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ま え が き

株式会社 三祐コンサルタンツは､社団法人海外農業開発コンサルタンツ協会の補助金

を得て､平成4年7月1日より7月1 4日までの1 4日間､フィリピン共和国において､

mルソン島パンガシナン州農業並びに環境総合開発計画､ (2)ルソン島北部ザンパレス州総

合農村開発並びに環境保全計画､ (3)レイテ島レイテ州北東帝濯海排水システム改修及び住

血吸虫汚染地区貰境整備事業､及び(ヰ)サマール島バセイ川麓親閲発並びに環境保全事業に

対する事前調査を行った｡

パンガシナン州は中部ルソンの穀倉地帯として､又､同島北部と南部を連結する農畜産

物の洗通基地として重要な役割を果たしているが､ 1 9 9 0年のルソン中部大地震によっ

て農地や社会基盤施設が物理的にも環境的にも多大の被害を受けた｡他方､同州は農産加

工用の原材料を産出しながらノウハウの欠如からこれらを原料として他県に輪出し､加工

品で輸入しているため､農民所得のみならず､州としての潜在所得を喪失している状況に

ある｡同州では各種組織･機関が州の開発に向けて調査計画を立案し､一部は実施中もし

くは実施待ちの段階にある｡しかし､これら調査計画間には整合性が無く､又､地震やピ

ナツポ火山の災害等を反映したものではないため､同州の軽済回復のためには農業や農村

琵境の改善に視点を当てた総合計画の策定が望まれているところである｡

ザンパレス州はルソン島中部に位置しながら地勢的に中央から隔離された形で開発の恩

恵を受けなかったために､近隣諸州に比べて長らく貧困状態に置かれてきた｡同州では過

去に砂糖産業が隆盛であったが､国瞭価格の低迷から壊滅的打撃を受け､砂糖キビ畑は放

置されたままとなっている｡さらに､州経済は1 9 9 1年のピナツポ火山の大噴火後の降

灰､土石流や泥涜によって多大のダメージを受け､州の南半分は今なお泥藷発生の危険に

晒されている｡同州には南シナ海に面した長大な海岸線､ザンパレス山脈に源を発する幾

多の河川がありこれらを有効利用した総合的な農村･農業開発を通じて州の経済回復を図

るための調査計画が必要である｡

レイテ州北東矧ま比国全休でも有数の日本住血吸虫の汚染地区であり､土地並びに労働

の生産性が悪化しているため､住血吸虫の撲滅が焦眉の課題となっている｡同地区には国

営麓恵施設が建設されているが､排水施設の未整備と澄渡施設そのものの老朽化により住

血吸虫の生息地となる常時湛水もしくは排水不良地区が増加している｡地区の農村環境の



改善のためには既存濯恵排水施設の改修及び医学的対応による住血吸虫の撲滅が肝要であ

る｡

バセイ地区は比国の中でも開発から取り残されたサマール島南執こ位置し､主産業であ

るココナツ及び林材業が低迷するなか水稲を中心とした農業話動を通じて地区の経済建て

直しを囲っている｡しかし､■水田適地のごく僅かが小規模謹瀬施設によってカバーされて

いる以外はほとんどが天水農業を行い､且つ日本住血吸虫の汚染地区でもあることから極

めて低水準の農業生産を余儀無くされている｡従って､適正な水資源の開発によって､濯

泡農業を導入するとともに､住血吸虫の撲滅対策の確立が主要課題である｡

上記四つのプロジェクトが日本政府の援助のもとに早期に諏査･実施されれば､貧困の

解消､農村･都市部間の所得格差の是正､農村環境の改善等を通じて､比国全休の持続的

経済発展や治安安定の一助になるものと思われる｡

平成4年7月

株式会社 三祐コンサルタンツ

取締役社長 渡 辺 滋 勝
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パンガシナン州農業並びに環境総合開発計画
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i . 背 景

パンガシナン州は､第1管区(イロコス管区:イロコス･ノルテ､イロコス･スル､･ラ

ユニオン及びパンガシナンの計4州で構成)の総面積の約50㌫及び総人口の42㌫を占めて

いる｡パンガシナン州には､丘陵や山地が州の西部及び東部に展開し､中央部は概ねアグ

ノ川によって形成された洪水平野で食料生産基地となっている｡同州には又､国家規模で

は唯一の家畜セリ市場があり､その周辺部にはその他農産物の市場も形成されて北部ルソ

ンと南部ルソンを連結する商業基地として重要な役割を担っている｡

1990年には大規模地震が同州を襲い､ダグパン市における都南被害のみならず土砂踊れ

に起因する土石流や土壌浸食等により農地にも甚大な被害をもたらした.更に､同州の一

部ではピナツボ火山の噴火による降沃､土石流､海流等による災害も被っている｡この他

にも､アグノ川の上流に展開する銅鉱山がその活動によって排出を続けてきた廃液が長ら

く同河川の水質を悪化させる原因ともなっている｡

このように度重なる災害等によって被害を受けた州の社会経済状況を回復し､このこと

が自動的に国家全体の永続的な経済発展と社会の安定化に寄与することとなるためには､

都市と農村部との所得格差の是正や貧困の解消を通じて農業生産性を回復し農村の生活水

準を向上させることが不可欠である｡

この点に関して､これまでに行われた調査では､同州で生産される豊富な農業資源例え

ば､家畜飼料用のとうもろこし､製麺用のマングピーン(緑豆)
､南シナ海沿いで利用可

能な水産物や製塩等の姶合的利用を適して農産工業開発を促進しうる潜在力を有すること

が指摘されている?しかしながら∴パンガシナン如こは現在これらの農業資源に対して付

加価値を高めるノウハウや施設が不足Lているため､原材料で他の県に出荷し加工品を輸

入せぎるを得ず､結果的に農民白身のみならず州全体として潜荏所得を喪失していること

となっている｡

Ⅱ. 盲十画地域の現ゎ己

2-1.位置及び構成

パンガシナン州はルソン島中央平原の北部に位置し､最終的には南シナ海へ突き出る

半島を有する東から西に広がる地形を持っ｡同州は､北側はリンガエン湾とラ･ユニオ

ン州及びベンゲット州と､東側はヌエバ･ヴィスカヤ州及びヌエバ･エシハ州と､南側

はタルラック州及びザンパレス州と､そして西側は南シナ海とそれぞれ境を接している｡

ト1



文､同州はマニラ市北方約170甥及びバギオ市の南西約60き新こ位置する｡

パンガシナン州はダグパン及びサンカルロスの二つの政令都市を含む46県並びに

1,348郡で構成されており､州都はリンガエンである｡

2-2.土地資源

イロコス管区(第1管区)における広大な平野部の大部分はパンガシナン州内のルソ

ン島中央平原の北西部に展開している｡同州総面積はおよそ5,370平方キ｡で､イロコス

管区の約50㌫を占め､傾斜区分では概ね0-8㌫帯に含まれる｡一般的な地形としては

平坦であるが､北東部ではコ-ディレラ山脈及び西部ではザンパレス山脈から連なる山

地及び丘陵が存在する｡

州総面積はいくつかの利用形態に分類できる｡即ち､農用地として約238,000㌶､草

地として208,000㌶並びに森林･裸地･湿潤地として91,000㌶である｡これらの土地に

おいては､明瞭な乾期･雨期を持つ気候に恵まれた形で､基本的にはいずれの熱帯植生

にも適している｡

約91,000㌶にのぼる森林･山地は､遵法伐材行為､炭焼き､燃料材収集､山火事､鉱

山･採石活動､牧場経営等の非効率的利用によって裸地に転換され続けている｡このよ

うな森林破壊活動は､河床へのシルト堆積､土壌浸食､不安定な気候､州の平野部にお

ける洪水の頻発等をもたらす結果となっており､更にまた､動物､野鳥､他の晴乳類､

草木や花等の野性生物も消失しつつある｡実際問題として､森林資源を復元し､維持す

る役割を担うこれら野性生物は絶滅の危機に瀕している｡

2-3.気 候

パンガシナン州は11月から翌5月までの乾期と6月から10月までの雨期の二つの顕著

な気候を有する｡コ-ディレラ山脈と州の西部高地により､州の西部及び東部は部分的

にモンスーン降雨から防御されているが､中央部は広々と開かれた地域であるため､北

側から進入する風や台風による被害にさらされる機会がより多い｡さらにこの地域は中

央部が谷間のような性格を有するために雨期の大半において洪水の発生する頻度が高く

なる傾向にある｡

パンガシナン州の年間月平均気温は27.3℃で､最高気温は4､ 5月頃､最低気温は1

月に記録される｡
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2-4.水資源

パンガシナン州は州全体にわたって7k資源が豊富である.なかでも重要なものは､ア

グノ､ドゥモロック､カガヤン､アンバヨアン､ディパロ､プエド､シノカラン､パル

ラン､カグバイ､バヤオアス､ソボール､アラミノス､リンマンサンガン､タンカラン

及びマタブランの各河川である｡これらの河川は種概に必要とされる水の大部分を供給

するとともに水生生物の水源ともなっている｡同様に､これら河川の支流群は淡水糞魚

他に必要な水の大半を供給している｡流域森林資宙の破壊や乱伐に起因した土壌浸食が

各河床においてシルトを堆積し続けている｡流域の保水能力の低下並びに河川への流出

率の増加が顕著であるため､河川涜量を調節するための貯水ダムの利用が必須となって

いる｡

2-5.現況農業

土墜条壁

土壌局の取りまとめた土壌図に基づくと､パンガシナン州の土壌は以下の六っのグ

ループに分類することができる.即ち､ ①下層に砂及び砂棟を持つ砂質壌土で排水は

通常良好から過剰気味な土壌､ ②僅かに轍密な下層土を有するシルト壌土で排水は通

常適度に良好な土壌､ ③火山性凝灰岩上に底盤下層土を持った枯質壌土で排水は通常

適度に良好な土壌､ ④畑地帯や起伏地帯の壌土で通常浸食を受けやすい土壌､ ⑤一般

的に石灰岩上に展開する土で表土時粘質壌土から粘土の幅を持つ土壌､及び⑥農業に

は適さない山土､である｡

畳蓋生藍

1991年におけるパンガシナン州の絵収穫面積は227, 378㌶であり､このうち水稲が86

㌫の196,018㌶を占め､トウモロコシの14,155娼(6㌫)
､豆科作物の5,330㌶及び野

菜類の5,041㌶が続く｡ 1991年におけるパンガシナン州の水稲収穫面積及び収穫量は

イロコス管区のそれぞれ60㌫及び56㌫を占め､同じくトウモロコシは面積で45㌫､収

穫量で51㌫である｡

水稲作付面積は1986年の193, 192㌶から1991年の196, 018㌶に増加した反面､生産量

は737, 632トンから688,899トンに減少し､結果としてヘクタール当たり収量が0.31トンの

低下となった｡他方､同期間においてトウモロコシの作付面積はll, 171㌶から17, 196

㌶に､生産量は14, 155トンから31,336トンと共に増加し､更にヘクタール当たり収量も

0.74トンの増加となっている｡

ト3



2-6.農村社会･経済状況

1990年に行われたセンサスによれば､パンガシナン州の総人口は約202万人で10年前

1980年の164万人から23.5㌫の増加を示している｡人口に関する限り､パンガシナン州

はフィリピン全国で第3位にランクされている｡この州人口はイロコス管区の約42㌫を

占めている｡州人口の約12㌫がダグパン及びサンカルロスの両政令都市に居住している｡

州人口の1980年から1990年までの平均成長率は年2. 13㌫で､これは､これに遡る10年

間の成長率を大きく上回っている｡過去において､州の人口成長率は常にイロコス管区

のそれを上回っている｡この事実は死亡率の低下と受胎率の増加の相乗作用によるもの

である｡パンガシナン州の全人口が州全体に均一に分布すると仮定した場合､同州の人

口密度は一平方キロ当たり367人で管区の人口密度を36㌫上回っている｡ダグパン市の

人口密度は2, 801人と州内及び管区内の最高である｡

パンガシナン州では都市地域居住人口が年々壇加する傾向を示している｡都市人口の

増加率時は1980年水準を19. 3㌫上回るものである｡ 1980年から1990年までの都市への人

口集中速度は8. 83㌫であり､人口学的には農村部の人口成長率がマイナス0. 95㌫であっ

たのに対して都市部のそれは7. 88㌫の相互作用によるものである｡都市部と農村部の人

口増加パターンの遠いは農村部から都市部への州内移動にはっきりと現れている｡

工Ⅱ. 調査言十画の概要

3-1.開発構想

3-1-1.総 論

パンガシナン州の開発に当たっては､麦3- 1及び図3- 1,に示すように州を幾っ

かに地域区分(SI-AD: Sub-Integrated. Area Development)するものとするo現在､イ

ロコス管区においても州政府においてもそれぞれのSIAD毎に開発への問題点や可台Ei生

を整理し､開発戟略やプログラムを樹立している｡

既に述べたように､パンガシナン州はイロコス管区のみならずルソン島全体におい

ても経済的に大変重要な役割を担ってきていることから､色々な機関が独自に開発計

画を立案･実施しており(蓑3-2泰照)
､これらの計画間には調整が取られていな

いのが実情である｡さらに､同州は1990年の中部ルソン大地震並びにピナツボ火山の

大噴火とそれに続く据議等による被害を大きく被っている｡このような状況を蹟まえ
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SIAD

表3-1

Municipality

Agno

Alaminos

Anda

Bolinao

Dasol

lnranta

Sual

Bani

Burgos

Habini

SIAD Hunieipality

4 DaguLpan City

Mangaldan

Sam Fabian

Hanaoag

Sam Jaeinto

開発地域区分及び所属県

SIAD

SIAD

Municipality

Bin皿aley

Labrador

Lingayen

Basista

Bugallon

Urbiztondo

Aguilar

Mangatarem

Municipality

Aleala

Bautista

Birlalonan

Laoac

.Santo
To仙as

Urdaneta

Villasis

Pozorrubio

Sison

SIAD

SIAD

Note:如nicipality undelined is the-center of each SIAD.
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Municipality

Bayambang

Calasiao

Halasiqui

Mapandan

Sam Carlos City

Santa Barbara

Municipality

Asingan

Balungao

Rosales

Santa Plaria

Tayug

ロⅢingan

Natividad

San 出anuel

Sam Nicols

Sam Quintin



図3-1 開発地域区分(SIAD)境界図
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衰3-2 パン_ギ･J_ナン郷･_関連事葦計画リスト

Ⅰ
･基盤卓二塞遷延室生

(a) siltatioT)-related Projects of the D即R and the DPWtl

(b) Various Reforestation Projects

(d) sJDall Water I叩Ounding Projects

(e) sectoral AdjustmerLt Loan CQmPOnent On ComJ)unity-base Environment and

ResiOurCe lbnagement Pr(】jects

甘.粛査済･資金準備中

(a) Lingyen Gulf Coastal Area Management PrQgra甘l

(b) sam Ro句ue Hulti-Puropose Project

(c) Infanta lnpounding lrrigation and Environmental Improvement Project

(a) Rehabilitation Project for the 7)ipalQ River lrrigatior) Syste7n (Rュs)

and the Principal ComJmnal lrrigation SysteJnS (CIS)

(e)工ntegrated ProcessiTlg Of Fishing Prodl)CtS

(f) pangasinan Agro-forestry Project

(g) Productivity lmproveJFent fわr Siユted Areas (Rehabilitation of Silted

Agricultural Lands in Easterrl Pangasinan)

(h) Development of Sweet Potato-based lndustries

(i) Hazster Plan on Flood Control in the AgnQ River Basin

(j) Ba血boo/Rattan工ndustry DevelopJDeTlt Progran)

(A) Habini Irrigation Project

班.調査準備中

(a) Co也preher)sive Upland Development Program for Eastern Pangasinan

(b〕 EstablishmeT)tく】f NortherlI Luzon Food Terminal (UrdaLleta)

(c) Pangasinan Post Harvest and Processirtg Center

(dj Establishment Qf Tannery and Leather Production Center (Urdaneta)
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て､パンガシナン州の持続的発展に結びっく効果的な成果を得るための地域総合開発

に視点を当てた縫合詞査を実施することが妥当であると判断する｡

パンガシナン州で利用可能な資源と開発潜在力を考慮して､縫合詞査には下記のコ

ンポーネントが含まれるベきである｡

-水資源開発

-農業飼発

一環境保全/改善

-農産加工及び家内工業

-農用森林及び畜産開発

-水産開発

-農村インフラストラクチャー蕃備

-制度的支擾体制及び農民組織開発

3-ト2.水資源蘭発計画

パンガシナン州において持続的かっ高生産性農業開発を促進するためには､農業用

のみならず地域住民用の飲料用の水を質的･量的にも安定的に確保･供給することが

肝要である｡この点に関して､主要河川とその支流群の衰流水や地下水等の開発の可

能性について､貯水ダム､頭首工､揚水ポンプ場等の利用方法を含めて､技楕的及び

経済的観点から徹底調査を行う必要がある｡

比較的広範囲にわたって篠概施設が老備されているにもかかわらず､多くの清聴シ

ステムが多量のシルトやセディメントの堆積の結果効率が悪くなっていることにより

農業生産が年々低下している｡今日､アグノ川及びディバロ川両種概システム受益面

積のわずか36㌫が雨期に清聴きれているのみで､乾期の雇勝率はぎらにこわを下回っ

ている｡従って､これら既存港概施設の機能回復を図るとともに､新規水資源開発と

して､とりわけバニ､ダソール､インファンタ､アラミノス等州西部の各県において､

小渓流を利用した小規模濯海事業や小規模溜地車業の開発可能性があるので検討する

必要がある｡

3-卜3.農業開発計画

本計画においては､農業生産に必要な適切な技術の発掘､選定､試行､普及及び監

督等を扱う｡基本的目標は原料から加エに至る生慶永準を向上させるために増産及び

作付多様化を図るものである｡同様に､高収益作物ヘの転換ほ農家の収支状況を改善
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することにも資する｡新規生産農地の拡大及び生産能力の向上を通じて就労機会の増

加を図ることが可能である｡本計画に関する政府公的機関の関与事項は､ ”)農業技特

撮興及び展示固場, (2)農業及び農業技備に関する研究活動､ 【3)農卜業技揃普及活動､(4)

種子改良及び配布､及び(6)農業金融支壊である｡

3-1-4.環境保全及び改善計画

既に述べたように､同州における森林伐採は依然として続いており､土壌浸食､河

床堆積や平野部での洪水のみならず森林を維持･再生に役立っ野性生物の消滅や悪化

の原因ともなっている｡河川における大量のセディメントに関しては鉱山活動も悪影

響を与えている｡このような状況下で､自然的､生物的､社会経済的並びに生態的観

点から同州における環境条件の保全及び改善が本計画のテーマである｡

3-ト5.農産加工及び家内工業開発計画

本計画においては､色々な農産物を利用した加工施設や家内工業の設立に関する事

項を扱う｡基本的には協同組合や農民団体･グループヘの金融支援策を通じて､これ

ら団体が乾燥施設､精米所､ミキサー､脱水プラントやその他の加工プラントを建設

･保有することを可能ならしめる｡本計画は上述農業開発計画の結果として期待され

る農産物の増産と深く関わるものである｡

3-1-6.農用森林及び畜産開発計画

本計画においては､乱伐された森林の回復を含む森林資源の開発を取り扱う｡再植

林活動を支援するために共同育苗施設を確立する必要がある｡適用可能な限りにおい

て果樹や材木用樹種の植林が奨励されべきである｡同様に森林地域は牛､水牛､豚､

羊､山羊等の大規模畜産開発に供されるべきである｡パンガシナン州をフィリピン全

体でも有数の牛生産基地とする目標に沿って飼料用の原材料を生産する地区の開発が

進められるべきである｡各自治体において共同飼育施設の設置が必要である｡

3-ト7.水産開発計画

水産開発計画は､海洋漁業並びに内水面漁業の開発及び海洋生物生息地の回復及び

修復を扱う｡これには､漁業協同組合の組織化､加工プラント､缶詰工場､製氷プラ

ント及び冷蔵庫等のポスト--ベスト施設の設置､配布用の稚魚貯化場及び河川や湖

沼への稚魚放涜､研究施設､マングローブ林の再生､技術情報の提供並びに漁業に関

するその他の経済活動等が含まれる｡
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3-ト8.社会基盤施設開発計画

この社会基盤施設開発計画においては､他の諸計画に直接関連する色々な基盤施設

の建設が対象となる｡これには､幹線道への連絡道や農場から市場へのアクセス道路､

橋梁､小規模港概施設､ダム､通信施設､洪水防御施設､協同漁港や電化施設等が含

まれる｡

3-1-9.制度面の強化並びにコミュニティー開発計画

この計画は､各種サービスの提供や住民の連合組織､協同組合や各種グル-プ等へ

の組織化巷含むいわゆる｢ソフトウェア+の開発に関するものである｡価値形成を含

む技術及び管理能力の解党訓練が本計画の主たる活動領域である｡非政府組織や自治

体ボランティア組織並びに各種開発計画の実施担当者間のネットワークの利用及び参

加が増進されるものである｡

3-2.マスタープランにおける作業内容

3-2-1.総 論

パンガシナン州総合農業･農村開発計画は州内の農村経済のみならず州全体の軽済

回復に対して大きな潜在力を秘めている｡現在､同州の開発に関する幾多の文献､報

告書並びに資料が利用可能であるが､健全な開発計画の策定のためにはこれらの情報

を慎重に検討する必要がある｡従って､マスタープランにおいては基本的に､まず第

一に迫力嘘勺かつ補完的資料･情報の収集を行い､州全体における全般的開発シナリオ

を策定し､優先事業地域の選定を行う.マスタープランで取り扱う葡査項目は概略下

記の通りである｡

3-2-2.既存資料及び情報の収集並びにレビュー

調査地域の現況をレビューするために調査に関連する以下の資料･情報を収集する｡

(1)自然条件

一地形図及び傾斜区分図

-航空測量写真

一衛星画像

一気象データ

ー水文データ(河川の水位や流量を含む)
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-土壌図

一土地利用図･土地分類図

一土砂堆積図

一土砂崩れ及び土壌浸食地点位置図

一再植林状況囲

(2)農業･社会･経済状況

一人口関係資料(人口､世帯数､年齢構成､雇用--農家･非農家別)

一男況土地利用及び土地分類

一現況作付体系,作物生産及び収量

一土地所有及び土地保有状況

一地域経済及び農家経済

-ポストハーベスト及び市場販路

(3)環境状況

一 自然資源

一生物的資海

一社会経済資源

一生態系

3-2-3.調査作業

開発地域区分(SIAD)毎に健全な計画策定を行うに必要な資料･情報を取得するため

に以下の調査作業を実施する｡

(1)水文調査

一再川の代表的横断及び河床勾配

一機震発生前後の拘束状況

一航空測量写真及び他のデータに基づく涜域の現況と開発の歴史

一再川の水質､特にセディメント量

-その他農業･農村開発計画策定に必要な調査

(2)土壌調査

一土砂堆積地区における試掘及び土壌断面調査

一土砂堆横地区において土壌サンプル詞査

一試験室におけるサンプル土壌の化学･物理分析調査
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(3)地質調査

-土砂鯛れ及び土壌浸食に視点を置いた現地地質調査

-サンプル取得のためのボーリング調査

-サンプル資料の物理分析調査

(4)濯概･排水施設調査

ー既存濯滅･排水状況

-既存濯慨･排水施設の現況詞査

一作物栽培に対する現行凄慨方法及び水要求量

(5)農業･社会･経済調査

-現況作付体系及び使用品種

-水稲､畑作物及び果樹の栽培慣行

一作物別農業投入資材､生産量､作付･収穫面積及び収量

一農業機械化状況

ー丘陵及び山地における森林状況

-･畜産現況

一泡や海岸部における内水面漁業

一致府支援による普及並びに農業信用活動

-農民組織

-農業所得及び貧困状況

-農産加工

ー農業投入･産出物価格

-農家生活水準

一人口･及び世帯

-土地所有

一生活環境

一道路､村落給水,電化並びに社会福祉などの農村基盤施設

(6)環境アセスメント

既存の利用可能な資料･情報に基づいて以下の項目に関する環境アセスメントを実施

する｡

-自然資源

一生物的資源

一社会経済資源

-生態系
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3-2-4.インベントリ-調査

調査対象地域を六っの開発地域区分(SIAD)に分割し､各区分毎にインベントリー調

査を実施する｡同調査では､既存の各種データを整理･分類し､農業▲農村開発の観

点から名園発地域区分の開発ポテンシャリティー-を明確にする｡又､同調査において

は下記の事項にも十分な配慮を払うものとする｡

-土砂崩れ､土壌浸食､洪水常習地帯や土砂堆積地域の位置

一現況農地生産能力及び農業生産性

一地震発生前後の河道､河川の最大流量､付帯施設の位置,並びに改修及び維持管
理状況

-既存道路網､道路タイプ及び基礎緒元､橋梁や横断工等の付帯施設､並びに改修
状況

-現況濯概･排水システムの稼働状況､藩減水源及び水量･水質

-既存ポスト--ベスト施設､市場施設､農産加工場､家内工業

3-2-5.開発地域区分別開発シナリオ

上記インベントリー調査並びに各種調査作業から得られた結果に基づき､各開発地

域区分毎に農業･農村開発に視点を当てた開発シナリオを策定する｡各シナリオは短

･中･長期開発戦略に焦点を当てたものとなる｡

3-2-6.優先開発地域区分の選定

マスタープラン調査完了前にモデルケースとしてフィージビリティー調査に移行す

るために､開発の潜在力､開発シナリオ､展示効果等を念頭において､優先開発地域

区分を-ケ所選定する｡

3-2-7.開発地域区分毎の開発計画策定

インベントリー調査並びに各種調査作業から得られた結果により明らかとなる資源

の利用可能性､開発潜在力及び開発戦略の縫合的な評価に基づき､フィージビリテ

ィー段階に移行するべく選定された開発地域区分を除く他の各区分に対して､農業･

農村開発計画を策定する｡

畠12-8.策定計画の評価並びに優先度判定

各種開発オプション及び開発案に対して以下の規準で優先度を判定する｡
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一経済的･財務的収益性

一受益一人当たり便益額

一受益一人当たり又は面積当年り投資額

一将来における土砂崩れ及び土壌浸食発生の危険性の程度

一受益住民の事業参加への熱意

-必要情報･デ-夕の整備水準

3-2-9.実施計画

上記策定計画の評価並びに優先度判定結果に基づき､開発計画は短･中･長期計画

に分類される｡ ●本調査に関連する政府機関の事業実施能力及び国内及び国際的に利用

可能な財政基礎に従って､名聞発計画の適正実施計画についての勧告がなされる｡

3-3.フィージビリティー調査作業項目

3-3-1.総 論

前述マスタープラン調査の途上で､優先開発地域区分一地区が後続のフィージビリ

ティー調査の対象として選定される｡このフィージビリティー調査時パンガシナン州

全体の農業･農村開発のモデル事業となる,べきものである｡

3-3-2.データ収集と調査作業

マスタープラン調査と同様の手法でかつより詳細にわたって､選定開発地域区分に

おいて追加的なデータ収集と調査作業を実施する｡諏査対象項目は開発シナI)オ及び

開発戦略によって決定される｡

3-3-3.草葉計画の策定

マスタープラン及びフィージビリティー両調査において収集された資料･情報に毒

づき､いわゆる｢ハードウェア+及びrソフトウェア+で構成される詳細開発計画が

策定される｡ --ドゥェアは構造物や機械･機具を含むのiキ対して､′.)フトウェアは

土地利用､作付体系､栽培慣行､ポストハ‾-ベスト･マーケテイング活動､制度的強

化等の各種計画を含むものである｡とりわけ構造物に対しては概略設計を行う｡
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3-314.事業費算定

上記事業計画によって､事業費を算定する｡事業費項目は初期投資及び維持管理費

並びに更新費である｡

3-3-5.事業評価

捷薬事業の妥当性を判定するために､経済的､財務的､社会的並びに預境的な観点

から総合的な評価を行う｡

Ⅳ. 実施プログラム

4-I.調査期間

パンガシナン州農業及び環境縫合開発計画に関するマスタープラン調査は､ ①水資源

開発､ ②農業開発､ ③環境保全･改善､ ④農産加工及び家内工業開発､ ⑤農用森林及び

畜産開発､ (勤水産閲発, ⑦農村基盤整備､及び(参制度面の強化並びにコミュニティー開

発等の各種事業コンポーネントを含んでいるc更に､マスタープラン調査途上で選定開

発地域区分に対するフィージビリティー調査への移行も計画されている｡従って､調査

に必要な期間は､図4-1に示すごとくインセプション･レポートの提出からファイナ

ル･レポートの提出まで21ケ月を予定する｡

4-2.実施機関

既述のごとく､本計画は多様な事業コンポーネントを包含しているために､事業の実

施に当たってはパンガシナン州政府の調整の下に､各関係政府機関がそれぞれ担当する

こととする(図4-2参照) ｡

4-3. コンサルタンツ･サービス

本マスタープラン調査の円滑な実施のために､この種計画の葡査･立案に十分な軽験

を有するコンサルタンツの雇用が不可欠である｡なぜなら､本調査は多種広範なコン

ポーネントを含むため該当する高度な専門知識が要求されることに加えて､極めて限ら

れた期間に本調査を完了する必要があるからである｡コンサルタンツ･サ-ビスに必要

とされる職種は以下の通りである｡
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一社全学

-農業経済

Ⅴ. 総合所_見

パンガシナン州は農畜産物の生産･涜適基地として極めて重要な役割を果たしてきてい

るが､ 1990年のルソン中部大地震及び1991年のピナツボ火山の噴火により多大の被害を被

り､州の経済も少なからぬダメージを受けている｡又､濯概用水資源の中心的役割を果た

している主要河川も上流の鉱山活動による水質汚染や､地震後の土壌浸食で流亡し続ける

山土の河床や農地ヘの堆積等により､同州中部で米所となっている平野部での農業生産力

の低下も重大な課題となっている｡

同州では､過去に農業･農村開発に関して幾多の調査が行われてきているが､各調査の

間には整合性は無く､又､地震･火山の被害を考慮に入れたものではない｡従って､同州

の農業や農村の総合的な開発を通して州全体の軽済復興ひいては比国全体の政治･経済安

定に資するために､マスタープランの策定が緊急課題である｡

パンガシナン州自体も､知事がイニシアティブをとり､特に州内で生産される各種の農

産物を有換的に組合せた農産加工業の開発並びに地震や噴火により悪化した農村環境の改

善等を通じて州の復興･発展に意欲を示している｡又､同州は現ラモス大統領の出身地で

もあり､内外の注E]を集めている所でもある｡
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第2部

北部ザンパレス州総合農村並びに環境保全計画
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Ⅰ . 背 景

ザンパレス州は､同州並びにバタ-ン､プラカン､ヌエバェシハ､パンパンガ及びタル

ラックの6州で構成される第3管区(中央管区)髄面積の約20㌫を占めているが､人口に

ついては同管区の6㌫を保有するにすぎない｡州東部には隣接する州との境界を形成する

山脈が位置し､西に向かって傾斜をなしている｡ピナツボ火山は州の東部中央よりに位置

している｡

過去において､砂糖きび栽培が隆盛を誇っていたが､砂糖の国際価格の低迷により工場

閉鎖を余儀無くされた結果､砂糖きび畑は嘩置され､コゴン華や荒れ地と化している｡こ

れに加えて､比政府の留意や投資が十分になされなかったために開発の披に乗り遅れた結

果､道路網､濯概･排水施設､ポストハーベスト･流通施設､社会施設等の基盤施設整備

が他の地域に比べて遅れることとなった｡このような状況下でザンパレス州は長らく貧困

状態に置かれていた｡

更に､ 1991年に発生したピナツボ火山の大噴火は降灰やそれに続く土石流や据涜等によ

り多大の災害をもたらした｡図1
-

1に示すように､同火山周辺に堆積した火山灰により

同州の南半分は今後も滝涜やシルト堆積発生の危険性をはらんでいる｡

比政府ほ､今後据流等の危険性をはらむ地域においては､災害復旧的緊急対策を除いて

新規開発を見合わせる方針である｡従って､相当のダメージを受けた州経済を建て直すた

めには､今後も妃流やシルト堆積の埠陰性が無いと予想される州北部において利用可能な

資源を最大限生かして開発を進める以外に方策は見当たらない｡

ⅠⅠ一 言十画地域の現況

2-I.位置及び地勢

ザンパレス州は中部ルソンの西海岸部に位置し､道路距離でマニラから北西約200笥妄

である｡同州は､オロンガポ市及びサンタクルツ､カンデラリア､マシンロック､パラ

ウィグ､イバ､ボトラン､カバンガン､サンフェリペ､サンナルシソ､サンアントニオ､

サンマルセリ-ノ､カステイレイヨス及びス-ビックの13県で構成されており､州都は

イバにある｡本計画対象地域は州の北半分､即ちサンタクルツ､カンデラリア､マシン

ロック､パラウイグ及びイバの6県をカバーし､州総面積の約44㌫を占めている｡

計画対象地域は北及び青はパンガシナン州､東はタルラック州､南はボトラン県､及

2-1
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び西は南シナ海と境界を接している｡

州の地形は極めて不規則であるo主要ハイウェーが平野部や盆地を貫通しており､各

県の中心市街部の多くはこの道路沿いに展開している｡州の東部には大量かつ貴重な鉱

物資源を埋蔵した山地部がある｡州北部には章魚地の開発に適したスワンプが見られる｡

2-2.気 候

図2-1に示すごとくザンバレス州はフィリピンにおける気候区分の第1タイプに属

している｡この気候タイプにおいては､ 11月から翌4月までが乾期でそれ以外の期間は

雨期である｡ 19&9年の年間降雨量は2, 799ミ.)､平均気温及び相対湿度はそれぞれ

27. 16℃及び79. 42㌫である｡平均風速は秒速2. 3郎)-vである｡州東部の山岳地常により

北東風が避斬されることから､台風が襲来することはほとんど無いが､逆に南シナ海に

面しているために南西モンスーンやサイクロンには無防備である｡

2-3.水資源

ザンパレス州は南はオロンガポ市から始まり北はサンタクルツに至る長い海岸線に恵

まれており､海へのアクセスが極めて容易なことから､ザンパレス州民の必要食料ばか

りでなく生計の手段をも提供している｡同州には又､農地の種概並びにあらゆる規模の

章魚他の開発に必須な公共水源を多く有している｡

全ての県においては最終的に南シナ海に注ぐ河川が横切っている｡これらは農業生産

用の催概用水供給源とな■っている｡しかし､特に乾期においては用水不足を来している.

これら港混用水は又､上流に位置するクロム鉄鉱､金及び鋼等を豊富に含有する山地で

の鉱山活動により水質汚染の危険性にさらされている｡

2-4.現況農業

2-4-1.土地分類及び利用

ザンパレス州全体の土地分類は概略以下の通りである｡

生塾壇員_

蓮盤_エー塾生重態

盆塾変速型

-保護林地

2-3

垂亀J垂艶__

111, 853

148, 499

51, 817

パーセント

30. 1

40. 0
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一木材用地

一国立公園､禁漁区等

一軍用地

基金墓地

全__名士

2-4-2.作物地帯及び作付方法

111, 088

j型d些

88, 073

9

8,600

29. 9

100. 0

ザンパレス州における作物地帯は､平野部やデルタ地帯が海岸部に展開することか

ら､州西部に集中している｡他方､州東部には畑地帯､山地及び林地が広がり州絵面

積の約60㌫を占めているo米や野菜は平野部やデルタ等の低位部にて栽培される一方､

マンゴや他の果樹は概ね近傍のやや高位部の畑地帯に植樹されている｡天水地域では

雨期作は米である｡米収穫後の乾期にあっては､地域のはとんどは放牧地もしくは休

耕地として放置されている｡天水地域のわずか6分の1のみがさつま芋､豆類､葉菜

類や青刈りとうもろこし等の畑作物栽培に供されている｡

2-4-3.作物生産

1986年から1991年にかけて水稲生産にあてられた農地は1991年に最低の16, 760㌶か

ら1987年に最高の28, 640㌶までの幅があり､この期間の平均は25,366㌶であった｡最

高値と6年間の平均値からそれぞれ12, 000㌶及び9, 000㌶の減少を見せた1991年の水

稲収穫面積はまぎれもなくピナツボ火山の噴火とそれによる降灰や寵流災害に起因す

るものである｡同様に､水稲生産量は1990年には最高の75,226トン､1991年には最低の

45, 426トンを記録し､平均では63, 255トンであった｡

ザンパレス州で水稲以外に栽培されている主要な作物はココナツ､トウモロコシ､

カモテ､ナスや玉葱等の野菜類及びマンゴ､バナナ､カラマンシー等の果樹である｡

これらの作物の中ではマンゴの生産量が最大で､ココナツがこれに続いている｡ 1991

年のマンゴ生産高は5, 800トンであったが､その生産性は管区及び全国平均との比較に

おいて若干下回った｡ここのところ毎年マンゴの栽培面積が増加し､生産量も増加傾

向を示してはいるが､その伸びは1986年から1991年の期間でわずか年率2㌫にしか過

ぎない｡

2-4-4.畜 産

ザンパレス州の畜産部門は裏庭飼育形態に頼るところが大きい｡ 1990年1月現在,

絶家畜飼糞頭羽数の90㌫が裏庭飼育によるもので､残る10㌫が商業荘官飼育によるも

のである｡同州の水牛頭数は一般的に増加傾向を示しているが､ 1986年から1991年の
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伸びは年率およそ1 ㌫のみである｡文､水牛の頭数は1989年に最高の約24, 000頭を記

録した｡牛生産も過去の6年間にあってはさしたるものでは無かった｡ 1986年には約

11,700頑であったのが､ 1990年には14, 000頭にまで増加したのち翌年には12, 000頭に

減少した｡

ザンパレス州の約60㌫が山地や森林であることを考慮した場合､これらのかなりの

部分が畜産用の牧草地や放牧地として利用適地であり､畜産部門を拡大しうる余地が

十分にあるといえる｡加えて､水牛､牛､山羊等の裏庭飼育形態をココナツ､マンゴ

やカシューナッツ等の果樹園で展開することも可能である｡家畜飼育農家の大半は低

地､畑地､丘陵地､林地､河川境防やその他の空き地等に生えた自生草を利用する伝

統的な放牧形態を踏襲しており､家畜の飼料用牧草を生産し集約的に家畜飼糞を行う

農家はほとんど見当たらない｡

2-4-5.水 産

ザンパレス州は長い海岸線を持ち､サンマルセリ-ノ及びカステイレイヨスの両県

を除けば全ての県が海岸沿いに展開している｡全県246郡のうちおよそ34㌫の84郡が

海岸部である｡ 1989年にはおよそ8, 152人の漁師がおり､そのうち75㌫の6,079人が

専業で､或る25㌫の2,055人が兼業である｡彼らの主な漁場は各県内の海岸部､南シ

ナ海,ス-ビック及びマシンロック湾及びマニラ湾の一部である｡州内には41の河川

及び21のダムが内水面漁業に利用可能である｡

2-5.農村社会.姪済状況

△員数豊

1990年人口センサスによると､オロンガポ市を除くザンパレス州の総人口は

368, 925人で､ 1980年から1990年までの平均人口増加率は年率2. 52㌫であり､これは

第3管区の2. 57㌫を若干下回っている｡同州の一方キロ当たり人口密度は1990年に

102. 2人､ 1980年に79. 6人及び1970年に65. 1人であるが､これらは全て第3管区のそ

れぞれ339.4人､ 239.4人及び198.3人から大きく下回っている｡ 1990年において､

同州総人口の約53㌫のIg4, 864人が農村部に居住し､他方､ 47㌫の174, 061人が都市

部に居住している｡

壬

1991年現在､ 15才以上の就労適擬人□はおよそ247, 000人で､このうち約136,000

人が就労し､さらに87. 5㌫の119, 000人が有給の職を得た｡失業者は12.5㌫の17,000

人であった｡農業部門は有給就労者の35. 3㌫の42, 000人を雇用し､他方､非農業部門

への従事者は64. 7㌫の77, 000人にのばった｡
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壷超盈逆塩梁

1990年のザンパレス州の道路総延長は1, 159瑞で､道路密度は第3管区の一方キ｡当

たり0. 72満と比較してかなり低い0. 32笥である.陸上交通として州を縦断する-イ

ウェ-を通行するジ-プニー､ミニバスやバス等が利用できる｡

星比盈逆監丞

13全ての県では電化が進んでおり､ 232郡の約97㌫即ち216都が電化済みである｡

通電家屋は全体で52, 000戸の約88㌫の45, 827戸にのぼる｡同州の飲料用水は深井戸

131本及び浅井戸427本計558の井戸でまかなわれている｡ 13県全てにおいて簡易水

道が普及しているが､これらのうち7県では上水道として整備され､その普及率は54

㌫に及んでいる｡

塵遡及堕艶丞随麹

国営及び小規模潅概システムで現に澄渡されている面積は16, 188㌶であり､これは

濯概可能面積35, 087㌶の53㌫にあたる｡ザンパレス州には総延長16, 000手品に及ぷ洪水

防御施設がある｡排水施設としては総延長3, 795f)-vの2次水路と2基の洪水制御水門

がある｡現時点で正確に把握されてはいないが上記濯概及び洪水防御施設はピナツボ

火山の噴火により多大の被害を受けている｡

鎧塵二塁盤

】_991年現在､出生率は1,000人当たり23.22を記録した｡他方､死亡率は1,000人

当たり4.0であったが､ちなみに第3管区の死亡率は3.8であった｡同州の幼児死亡

率は第3管区の13.74と比較して17.91とかなり高い率であるが､ 0- 6才の栄糞不

良児率は管区の14. 90に比較して12. 49と低い数値を示している｡

ザンパレス州には総計16の保健センターがあり保健サービスを実施しており､住民

23, 058人に対して-保健センターの割合となる｡郡保健所(B甘S: Barangay Health

Center)は117ケ所で､住民3, 153人当たり一ケ所である｡現在医療関係の従事者は､

医師93名､看護婦85名､助産婦99名､衛生監督者18名､歯医者11名､栄養士5名､医

療技師16名､薬剤師6名､健康指導員1名及び衛生技師1名である｡
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Ⅲ. 調査言十画の概要

3-1.繭発構想

3--1-1.緒 論

ザンパレス州はピナツポ火山の噴火による宛流やシルト堆積の危険性の有無によっ

て地勢的に二つに分割できる｡即ち､サンタクルツ､カンデラリア､マシンロック､

パラウィグ及びイバの各県を含む北半分と､図1 -

1に示すよう･に上記危険性に直面

した残りの県から成る南半分であるc

現時点でピナツボ火山の噴火とそれに続く災害による経済的被害額についての数量

化は明確ではないが･.基盤施設の破壊や農地の悪化等を含む同州経済が相当の悪影響

を受けたことは疑う余地の無いところである｡同州軽済の復興を達成するためには､

同州とりわけ州の北半分即ち本計画地域にて利用可能なあらゆる資源を効果的かつ効

率的に動員することが不可欠である｡このような状況下で､同州の永続的発展のため

の効果的な解答を得るために農業･農村開発に焦点を当てた総合的調査を実施するこ

とが適当であると判断する｡

ザンパレス州において利用可能な資源と開発潜在力を考慮に入れて以下の事業コン

ポーネントが調査のなかで明確化されるものである｡

一水資源開発

一農業開発

一環境保全/改善

一農産加工及び家内工業

一農用森林及び畜産開発

一水産開発

-農村インフラストラクチャー整備

-制度的支援体制及び農民組織開発

3-1-2.水資源開発計画

計画地域において持続的かつ高生産性農業開発を促進するためには､農業用のみな

らず地域住民用の飲料用の水を質的+量的にも安定的に確保･供給することが肝要で

ある｡この点に関して､主要河川とその支琉群の蓑流7kや地下水等の開発の可能性に

ついて､貯水ダム､頭首工､揚水ポンプ場等の利用方法を含めて､技術的及び岸済的
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観点から徹底調査を行う必要がある｡

ザンパレス山脈に源を発しそのほとんどが西方に流下し南シナ海に注ぐ河川が多く

ある｡これは､コパルアン､アグナコン､マラボン､南北ラウィス､プンガ､キナビ

トゥピタン､サンロレンソ､アラサ､サンアガスティン､バグシット及びバンカルの

各河川である｡

3-1-3.農業開発計画

本計画においては､農業生産に必要な適切な技術の発掘､選定､試行､普及及び監

督等を扱う｡基本的目標は原料から加工に至る生産水準を向上させるために増産及び

作付多様化を図るものである｡同様に､高収益作物への転換は農家の収支状況を改善

することにも資する｡新規生産農地の拡大及び生産能力の向上を通じて就労機会の増

加を図ることが可能である｡本計画に関する政府公的機関の関与事項は､ ll)農業技術

振興及び展示囲場､ (2)農業及び農業技稀に関する研究活動､ (3)農業技術普及活動､ (4)

種子改良及び配布､及び帽)農業金融支援である｡

3-ト4.環境保全及び改善計画

鹿に述べたように､同州における森林伐採は依然として続いており､土壌浸食､河

床堆積や平野部での洪水のみならず森林を維持･再生に役立つ野性生物の消滅や悪化

の原因ともなっている｡河川における大量のセディメントに関しては鉱山活動も悪影

響を与えている｡このような状況下で､自然的､生物的､社会経済的並びに生憲的観

点から同州における環境条件の保全及び改善が本計画のテーマである｡

3-卜5.農産加工及び家内工業開発計画

本計画においては､色々な農産物を利用した加工施設や家内工業の設立に関する事

項を扱う｡基本的には協同組合や農民団体･グループヘの金融支援策を通じて､これ

ら団体が乾燥施設,精米所､ミキサー､脱水プラント､冷蔵庫､製氷プラントやその

他の加工プラントを建設･保有することを可能ならゝしめる｡本計画は上述農業開発計

画の結果として期待される農産物の増産と深く関わるものである｡

3-1-6.農用森林及び畜産開発計画

本計画においては､乱伐された森林の回復を含む森林資源の開発を取り扱う｡再植

林活動を支援するために共同育苗施設を確立する必要がある｡適用可能な限りにおい
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て果樹や材木用樹種の植林が奨助されべきである｡同様に森林地域は牛､水牛､豚､

羊､山羊等の大規模畜産開発に供されるべきである｡各自治体において共同飼育施設

の設置が必要である｡

3-1-7.水産開発計画

水産開発計画は､海洋漁業並びに内水面漁業の開発及び海洋生物生息地の回復及び

修復を扱う｡これには､漁業協同組合の組織化､加工プラント､缶詰工場､製氷プラ

ント及び冷蔵庫等のポスト--ベスト施設の設置､配布用の稚魚照化場及び河川や湖

沼への稚魚放流､研究施設､マングローブ林の再生,技術情報の提供並びに漁業に関

するその他の軽済活動等が含まれる｡

3-卜8.社会基盤施設開発計画

この社会基盤施設開発計画においては､他の諸計画に直接開運する色々な基盤施設

の建設が対象となる｡これには､幹線道への連結道や農場から市場へのアクセス道路､

橋梁､小規模健勝施設､ダム､通信施設､洪水防御施設､協同漁港や電化施設等が含

まれる｡

3-1-9.制度面の強化並びにコミュニティー開発計画

この計画は､各種サービスの提供や住民の連合組織､協同組合や各種グループ等へ

の組織化を含むいわゆる｢ソフトウェア+の開発に関するものである｡価値形成を含

む技術及び管理能力の開発訓練が本計画の主たる活動領域である｡非政府組織や自治

体ボランティア組織並びに各種開発計画の実施担当者間のネットワークの利用及び参

加が増進されるものである｡

3-2.マスタープランにおける作業内容

3-2-1.総 論

北部ザンパレス州絵合農業･農村開発計画は州内の農村経済のみならず州全体の経

済回復に対して大きな卓在力を秘めている｡従って,マスタープランにおいては基本

的に､まず第一に追加的かつ補完的資料･情報の収集を行い､州全体における全般的

開発シナリオを策定し､優先事業地域の選定を行う.マスタープランで取り扱う調査

項目は概略下記の通りである｡
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3-2-2.既存資料及び情報の収集並びにレビュー

調査地域の萌況をレビューするために調査に尉達する以下の資料･情報を収集するc

(i)自然条件

一地形図及び傾斜区分図

一航空測量写真

一衛星画像

一気象データ

ー水文データ(河川の水位や流量を含む)

-土壌図

-土地利用図･土地分類囲

一再植林状況図

(2)農業･社会･経済状況

一人口関係資料(人口､世帯数,年齢構成､雇用一一農家･非農家別)

一現況土地利用及び土地分類

-現況作付体系､作物生産及び収量

-土地所有及び土地保有状況

一地域経済及び農家経済

-ポストハーベスト及び市場販路

(3)環境状況

一自然賀儀

一生物的資源

･一社会経済資源

一生態系

3-2-3.調査作業

各河川流域毎に健全な計画策定を行うに必要な資料･情報を取得するために以下の

謝査作業を実施する.

(1)水文調査

一河川の代表的横断及び河床勾配

一航空測量写真及び他のデータに基づく涜域の現況と開発の歴史

一河川の水質
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-その他農業･農村開発計画策定に必要な詞査

(2)種親･排水施設調査

一既存潅漉･排水状況

一既存澄渡･排水施設の現況詞査

一作物栽培に対する現行濯親方法及び水要求量

(3)農業･社会･経済調査

一視況作付体系及び使用品種

一水稲､畑作物及び果樹の栽培慣行

一作物別農業投入資材､生産量､作付･収穫面積及び収量

一農業機械化状況

一丘陵及び山地における森林状況

-畜産現況

-池や海岸部における内水面漁業

-政府支援による普及並びに農業信用活動

一度産物の出荷システム

ー農民組織

-農業所得及び貧困状況

-農産加工

-農業投入･産出物価格

-一農家生活水準

一人口及び世帯

-土地所有

一生活環境

一道路､村落給水､電化並びに社会福祉などの農村基盤施設

(6)環境アセスメント

既存の利用可能な資料･情報に基づいて以下の項目に関する環境アセスメントを実施

する｡

一

自然資源

一生物的資源

一社会経済資源

一生暮系
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3-2-4.インベントリー調査

調査対象地域をいくつかの河川琉域に分割し､名流域島にインベント+一哉査を実

施する｡同調査では､虎存の各種データを整理･分類し､農業･農村開発の観点から

各河川涜域の開発ポテンシャリティーを明確にする｡文､同調査においては下記の事

項にも十分な配慮を払うものとする｡

-現況農地生産能力及び農業生産性

一名河川の最大涜量､付帯施設の位置

ー既存道路網､道鞄タイプ及び基礎緒元､橋梁や横断工等の付帯施設

-現況潅概･排水システムの稼働状況､潅満水源及び水量･水質

-既存ポストハーベスト施設､市場施設､農産加工場,家内工業

3-2-5.河川流域別開発シナリオ

上記インベントリー調査並びに各種調査作業から得られた結果に基づき､各河川涜

域毎に農業･農村開発に視点を当てた開発シナリオを策定する｡各シナリオは短･中

･長期開発戦略に焦点を当てたものとなる｡

3-2-6.優先開発流域の選定

マスタープラン調査完了前にモデルケースとしてフィージビリティー詞査に移行す

るために､開発の潜在力､開発シナリオ､展示効果等を念頭において､優先開発涜域

を-ケ所選定する｡

3-2-7.各7t,1川流域毎の開発計画策定

インベントリー調査並びに各種調査作業から得られた結果により明らかとなる資源

の利用可能性､開発潜在力及び開発戟略の総合的な評価に基づき､フィージビリテ

ィー段階に移行するベく選定された河川読域を除く他の各流域に対して､農業･農村

開発計画を策定する｡

3-2-8.策定計画の評価並びに優先度判定

各種開発オプション及び開発案に対して以下の規準で優先度を判定する｡

-経済的･財務的収益性
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一受益一人当たり便益額

一受益一人当たり又は面積当たり投資萄

一書困の軽減慶

一受益住民の事業参加への熱意

一必要情報･データの整備水準

3-2-9.実施計画

上記策定計画の評価並びに優先度判定結果に基づき､開発計画は短･中･長期計画

に分類される｡本調査に関連する政府機関の事業実施能力及び国内及び国際的に利用

可能な財政基礎に従って､名聞発計画の適正実施計画についての勧告がなされる｡

3-3.フィージビリティー調査作業項目

3-3-1.総 論

前述マスタープラン調査の途上で､優先開発流域一地区が後続のフィージビリテ

ィー調査の対象として選定される｡このフィージビリティー調査はザンパレス州全体

の農業･農村開発のモデル事業となるべきものである｡

3-3-2.データ収集と調査作業

マスタープラン調査と同様の手法でかつより詳細にわたって､選定開発涜域におい

て追加的なデータ収集と調査作業を実施する｡調査対象項目は開発シナリオ及び開発

戦略によって決定される｡

3-3-3.事業計画の策定

マスタープラン及びフィージビリティー両調査において収集された資料･情報に基

づき､いわゆる｢ハードウェア+及び｢ソフトウェア+で構成される詳細開発計画が

策定される｡ --ドゥェアは構造物や機械･機具を含むのに対して､ソフトウェアは

土地利用､作付体系､栽培慣行､ポスト--ベスト･マーケティング活動,制度的強

化等の各種計画を含むものである｡とりわけ構造物に対しては概略設計を行う｡

3-3-4.事業費算定

上記事業計画によって､事業費を算定する｡事業費項目は初期投資及び維持管理費
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並びに更新費である｡

3-3-5.事業評価

提案事業の妥当性を判定するために､経済的､財務的､社会的並びに茸境的な観点

から縫合的な評価を行う｡

Ⅳ. 実施プログラム

4-I.調査期間

北部ザンパレス州農村及び環境縫合開発計画に関するマスタープラン調査は､ ①水資

源開発､ ②農業開発､ ③環境保全･改善､ ④農産加工及び家内工業開発､ ⑤農耕森林及

び畜産開発､ ⑥水産開発､ ⑦農村基盤整備､及び⑧制度面の強化並びにコミュニティー

開発等の各種事業コンポーネントを含んでいる｡更に､マスタープラン調査途上で選定

開発流域に対するフィージビリティー調査への移行も計画されている｡従って､調査に

必要な期間娃､図4-1に示すごとくインセプション･レポートの提出からファイナル

･レポートの提出まで21ケ月を予定する｡

4-2.実施機関

既述のごとく､本計画は多様な事業コンポーネントを包含しているために､事業の実

施に当たってはザンパレス州政府の調整の下に'､各関係政府機関がそれぞれ担当するこ

ととする(図4-2参照) ｡

4-3. コンサルタンツ･サービス

本マスタープラン調査の円滑な実施のために､この種計画の調査･立案に十分な経験

を有するコンサルタンツの雇用が不可欠である｡なぜなら､本調査は多種広範なコン

ポーネントを含むため該当する高度な専門知識が要求されることに加えて､極めて限ら

れた期間に本調査を完了する必要があるからである｡コンサルタンツ･サービスに必要

とされる職種は以下に示す通りである｡

一団長/総括

一水 文

一地 質
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-土壌/土地利用

二農業･栽培

一畜 産

一浪 業

一杯業･森林保全

一環墳評価

一種概･排水

一道 祐

一農産加工

-マーケテイング

ー制度･農民組織

一社全学

一農業経済

Ⅴ. 総合所_見

ザンパレス州はルソン島中部に位置しながらザンパレス及びカブシラン南山脈により地

勢的に中央より隔離された形で永らく開発の患患を受けなかったため,米国海軍基地が

あったスービック周辺を除いて貧困状婁に置かれてきた｡又,ピナツボ火山の噴火とそれ

に続く降灰や据流により多大の被害を被った｡州の南半分は今なお据流の危険性を学んで

いて､同州の経済復興には州北半分で利用可能な資宙の有効利用を図る以外に方途は無い｡

同州では､南シナ海に面して長大な海岸線を有することから､漁業資源に恵まれること､

又､ザンパレス山脈に宙を発する幾多の河川が同州を横断する形で南シナ海へ流下してお

り､貴重な水資源となっていることや､品質の良いザンパレスマンゴが産出され域外に出

荷されていること等農林漁業的にも開発の潜在性を多く秘めている｡従って､同州農村部

の開発を通じて雪困度を軽減し､ひいては州全体の経済･治安安定に資するために､マス

タープランの策定が緊急課題である｡

ザンパレス州自体においても､知事をはじめ同州選出の国会議員等がイニシアティブを

とり､州の軽済復興･発展に意欲を示している｡又,同州に率いては過去に日本政府によ

る農業面での経済･技楠協力は未だ展開されておらず､日本側の積極的な対応が期待され

ているところでもある｡

調査対象地域は首都マニラより約200報､車で約4時間程度の位置にあり､現地の生活､

治安についても全く問題の無い地域である｡
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第3部

レイテ州北東部澄渡排水システム改修
及び住血吸虫汚染地区環境整備事業
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1
. 事業の背景

フィ1]ピン国における佳血吸虫感染地区並びに防止対策の胡状は下記の通りである｡

卜1.感染地区

フィリピン国の性血吸虫感染地区紘ミンドロ､サマール､レイテ及びミンダナオ島の

計23州に展開しており､表1 - 1に示すように感染村落数は約1,000､感典総人口は約

1. 1百万人に達している｡特にレイテ州は感染村落数576､感染人口釣40万人と著しく

多い｡

卜2.感染軽措

住血吸虫の感染経路ほ概略以下の通りである｡

一宮人員(Snail)を中間宿主として成長した住血吸虫の幼虫は､水路､スワンプ､水

田等の湛水地域に生息し､人間や動物の皮膚を通して体内に進入寄生し成虫となる｡

一度寄生した成虫は薬などの投与でその活動を抑えることは出来ても体内より完全

に駆逐することは出来ない｡この成虫は体内で産卵し､卵は梗とともに対外へ排出

される｡

一対外に排出された卵は貯化して繊毛幼虫となり､湛水地域に生息する宮人員に寄生

し幼虫(崖虫)となる｡この幼虫が人間や動物に寄生することにより感染サイクル

を構成することとなる｡

-一般的に人間窟由感染が乃㌫､動物経由感染b<25㌫といわれている｡

ト3.病状/症状

人間の体内に寄生した住血吸虫は､主として肝臓やひ施を中心にに生息して血液を吸

うために､肝臓･ひ臓障害を起こしいずれは死に至る.フィリピン国において過去5ケ

年間において住血吸虫は疾病率第7位にランクされても■1る｡

卜4.治療･防止対策

感染者の治療対策としては､ DistocideやBiltricide等の薬を服用することにより､

住血吸虫の体内での活動をある程度抑えることば出来るが完治することば出来ない｡常
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衰1 - 1 住血吸虫汚染村落及び感染人口

Proヤince

Oriental uindoro

Sorsogon

BoboI

Leyte

Western SatBar

NorthernSa岨r

Eastern Sa凪r

Zamboanga Del Norte

Zamboanga I)el SL)r

Eiukindon

MisaⅡIis OccideⅠltal

AgusoII Del Norte

Aguson I)el Sur

Surigao I)el Norte

Surigao I)el Sur

Da絶o Del Norte

Davao Del Sur

Oriental Davao

South Cotabato

IJanaO Del.Norte

Lanao Del Sur

Nortbe Cota.ゎato

Sultan Kudarat

Total

Number of

堅盟主些 旦拠出ユ旦匹

IV

V_

ⅤⅠ

ⅤⅠ

VI

VI

VI

IX

IX

X

X

X

X

X

XI

XI

XI

XI

XI

XI

XI

XI

‡Ⅰ

27

21

6

576

112

11由

90

2

61

21

14

27

59

37

16

59

12

2

10

38

4

11

4

1, 328

Number of

塾垂直地

26, 551

28, 205

､
5,937

400, 2&5

62, 169

103, 377

64, 899

1,240

54, 411

63, 973

1了,533

52, 207

105, 592

37, 998

67, 400

94, 170

22, 473

2, 930

10, 425

46, 523

31, 054

22, 334

7, 942

1, 329, 628
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時の診断により病状が進むと上記医薬品を服用することになっている｡しかし､この薬

は1日分で608ペソの支出となるため､感染者の負担は極めて大きく､彼らは著しい病

状にならない限り薬を服用しないので住血吸虫の感染患者の数は一向に減少しないのが

実情である｡

防止対策として､住血吸虫汚染地域にBaylucideという化学薬品を散布する方法もあ

るが､その価格は1キ｡当たり2, 100ペソで1 ㌶の散布には約60,000ペソと膨大な費用が

かかり経済的でなく利用されていない｡

このような状況下でフィリピン政府は､上記に代わる防止策として感染地区住民が湛

水地域に入らないこと､川を素足で横断したり泳いだりしないこと､河川水を飲まない

こと､感染経路の一つであるトイレの改善をすること等の農民教育を行っている｡しか

し､水田農業により生計を立てている農民にとって全く水に接触しないということは無

理な条件であり､このためにも住血吸虫の蔓延を防止出来ない状況にある｡

住血吸虫並びにその中間宿主である宮入員は水中に生息し､乾燥条件下では生息出来

ないことから､湛水地域を極力減少させること,水田を乾期に乾燥させること､地下水

を飲料用水として利用すること等の対策も進められている｡

しか･し､今までのところ上記いずれの防止対策も住血吸虫の‾抜本的撲滅となるような

効果をあげるに至っておらず､フィリピン政府は住血吸虫汚染による農村社会の環境破

壊に悩んでいる｡

Ⅱ. 詔司査対象地域の毒見況

2-1.地勢､気候及び農業現況

調査対象地区はレイテ島の北東部､タクロバン市(レイテ州の州都)の南都に位置し､

Binahaan, Tibak, Guinarona - uainit,
_Pongso

(BSTG-W)の各国常襲概システム群に

てカバーされている｡対象面積は約12,500㌶であり､ Palo, Sta. Fe, Pastorana,

Dagami, Tabontabonの各帆nicipalityに広がっているム地区は標高40- 0手元の平坦地に

横たわり､北部にはPalo川､南部にはQuilot川が西部より東部に向けて流下している｡

この両河川には数多くの支流が緩勾配で流入しており､獲瓶用水源として利用されてい

る｡

本地区はフィリピン国気候区分の第2タイプ(図2-1)に属しており､熱帯性気候

3-3



図･2
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を呈し年間雨量は2, 380ミリと多いが､降雨は9月-翌2月の雨期に集中しその降雨量は

1, 500ミリに達する｡地区内を流下する支涜群も雨期に多くの流量を呈し､それは地区内

の低位吾郎こ湛水することが多い(表2- 1参観) ｡

地区対象面積約12,500㌶のうち､藩親受益面積ほ約8,700城で､農村数は163､農家

人口は約95, 600人である｡受益地区は7つの国営種概システムにより療概用水を受け､

乾期･雨期ともに稲作を中心とした農業が営まれているo雨期･乾期ともに降雨や鹿瀬

用水が十分にあることより農業用7kの不足は無い｡しかし､雨期の降雨及び地区内河川

流量が多いことより受益地内の低都には湛水被害を生じている｡

2-2. BSTG-肝国営港淑システム

Binahaan, Tibak, Guinarona - Mainit, Pongso (BSTG-湖P)国営名港慨システムは

1949年以降腰次建設され､同システム対象総面積は12, 500㌶及び感慨可能面鏡は8, 700

㌶であるo同システムはNISIP--1 (National Irrigation System lrnprovemeRt Proiect〕

及びfDSP-1 (Irrigation Operation Support Prograln)にて改修･修復作業が1979年-

1990年にかけて実施されたものの有効な手立てとはならなかった｡ 19β7年以降の5年間

における平均種概率は雨期･乾期ともに約60㌫程度に留まっている｡各種救システム別

の面積を表2 -･2に示す｡

2-3.住血吸虫感染現況

本地区はレイテ州の中でも最も住血吸虫感染率の高い地区で､全人口の約g5, 600人の

うち約59,500人が感染しており､感染率は62窃にも達している｡県(批nicipaljty)別の

感染率ではSta. Fe県の92㌫を最高にPastrana県の80㌫がこれに続いている(蓑2
- 3

参照)｡

この地区の佳血吸虫感染率が高い理由ほ概略以下によるものと思われる｡

- BSTG-MP国営橿僻地域内の排7k施設整備は十分になされなかったために､周年港概

の導入により地区内に湛水地域が増大する結果となった｡

一虐政水路が土水路で建設されていることや湾曲･蛇行区間の多い水路鞄線等のため

に幹線･支線水路内に中間宿主である宮入貝の生息地を提供しているばかりでなく､

港慨水路そのもが往血吸虫の伝播経路ともなっている｡

一支涜やクリークの雨期洪水に対する排水能力が小さく､洪水があふれて農地内に侵
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蓑2 - 1 レイテ州北東部の水文状況

臼
J

の

i玉里些

1 Rainfall (】Ⅷ)

2 River Runoff (cu.m/5eC)

- Binahaan River

(C.A.=129 sq.h)

- Dapdap River

(C.A.- 30 sq.km)

-

Malirong River

(C.A.≡ 20 sq.也)

-

Tibak River

(C.A.: 4 sq.hn)

-

Maslog River

(C.A.: 9 sq,km)

- Guinarona River

(C.A.: 24 sq.km)

並虹 空旦虹 虹_ 虹 垣L 迦･出 血臣 旦皇Bi 吐 虹 DE仁. Total

275.2 242.3 123.2 125.1 132.3 178.6 203.9 128.5 172.9 178.5 270.8 353.9 2,385.2

27.5 15.7 11.4 8.0 7.7 7. 1 8.6 8.5 8.2 8.8 11.9 19.0

4.9 3.4 2.2 1.5 1.3 0.7 0.8 0.6 O.6 0.9 2.4 4. 1

3.1 1.9 3.4 1.6 4.2 1.1 1.2 1.1 1.2 2.0 7.8 2.5

0.7 0.5 0.6 0.2 0.5 0.2 0.3 0.2 0.2 0.2 0.9 0.6

0.3 0.2 0.4 0.1 0.1 0. 1 0.1. 0.1 0.･1 0.2 1.1 0.5

3.4 2.8 2.9 2. 1 2.0 2.8 1.9 1.8 1.6 1.8 3.8 4.7



表2 - 2 レイテ州北東部における国営濯親権設の状況

NjW

Bina.ha.an North

Binahaan South

Lower Binahaan

Tibak River

Guinarona River

Mainit River

Pongso River

Tota.1
CA)
I

A

担姓L坐些遡

2, 200

1,800

1,200

2, 000

800

3, 500

1, 000

12, 500

地

1,800

1, 400

1, 100

1, 630

646

1, 287

876

8, 739

表2 - 3 レイテ州北東部における住血吸虫汚染状況

Ru地

Dagami

Pa.1o

P乱stra.na

Sta. Fe

Tabontaborl

Total

Number of

Total Village

65

33

29

20

16

163

Number of

地

25, 606

38, 1qO

12, 565

12,119

7, 183

95, 573

Schisto-Endemic

一弘比鎚&___
(No.) (%)

21 32

17 52

24 83

16 80

10 63

88 54

System Completion Year

961

970

986

951

954

976

979

Schisto-Endemic

+岨

(No.) (%)

14, 115 55

21, 126 55

10, 054 80

ll, 149 92

3, 037 42

59, 481 62



入しヾこれに伴う住血吸虫や宮入員の伝播を容易にしている｡

このように､港概施設の老朽化･陳腐化並びに適正排水施設の未整備及びそれに伴う

住血吸虫の汚染拡大により､農地の生産力並びに農民の労働意欲が低下し本地区の社会

･経済問題となっている｡

2-4.住血痕虫リサーチセンターの活動

本地区内のPalo県Palo市には1953年に厚生省(Department of ヨealth: DOH)により住

血吸虫リサーチセンターが設立され､住血吸虫の感染径路や感染拡大の原因に対する研

究､感染患者に対する診療･治療及び拡大防止のための住民教育や衛生普及活動を行っ

てきている｡

これに対して､国際機閑や日本政府の住血吸虫研究･治療･.防止対策に対する技術協

力も1970年代∵1980年代初期には実施された｡特に日本政府国際協力事業団は1972年よ

り1983年の長期にわたり､この研究･治療･防止対策に協力している｡この結果､現在

では-リサーチセンターに多くのスタッフが糞成され､センター独自で十分な活動が出来

るようになっている｡

しかし､住血吸虫防止対策のための活動に必要な車両や診療車が無いこと､農村部へ

のアクセス道路の状況が悪いことにより､その治療･広報活動に支障を来している｡又､

治療用の薬剤店格が高く農民が支出に耐えられないため十分な治療活動が出来ない悩み

を抱えている｡

工江. 事業言十画

3-I.調査の目的

住血吸虫の撲滅を図り､農村地域の生活環境を改善することば､フィリピン政府の重

要な環境保全政策となっている｡このため､全国でも住血吸虫感染の最も激しいレイテ

州北東部地域において､ (a)同地区をかヾ-するBSTG一肝国営嘩概システムの改修並びに

施設整備水準を向上させることにより､より安全な濯概用水の安定的供給を行う､ (b)排

水施設の整備など土木的対策により地区内の常習湛水地域の解消を通じて中間宿主であ

る宮入員の撲滅を図り､そして(C)保健衛生的な手段により住血吸虫の撲滅を図る｡究極

的にはこれら対策･手段により住血吸虫の撲滅を図り､農業生産力を回復させ､もって

地域住民の健康･福祉及び所得の向上を目指すものである｡
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3-2.実施機関

計画調査の推進機関はレイテ州政府があたり､事業の実施機関として厚生省､国家濯

慨庁､ Palo住血吸虫リサーチセンター等が協力体制を敷くものとする(図3 -

1参照) ｡

3-3.調査の内容

本調査の基本的な内容は以下の通りであるが､調査の進展に応じて必要とされるもの

は逐次加えていくものとする｡

-自然･社会経済現況並びに開発現況を調査する｡

一任血吸虫感染地区並びに住民の分布･密度を調査し､住血吸虫感染による農村社会

環境の破壊状況を把撞する｡

-住血吸虫感染を防止する対策を計画するとともに､住血吸虫の撲滅に効果的な開発

事業や復旧事業計画を策定する｡又､農村の生活環境保全のための改善策を検討す

る｡､

3-4.調査の詳細項目(Scope of Works)

調査の詳細項目は以下により構成される｡

(1)資料収集並びに現況調査

-地形､気象,水文等の自然条軽調査､特に住血吸虫の生息しやすい河川並びiこ低
地の調査

ー受益地内河川､既存濯概･排水路の調査､特に住血吸虫や宮入員の生息しやすい

.河川や水路の路線摘出

-受益地区の社会経済及び農業現況調査

-受益地区の道路や水道等の社会インフラ調査

- Palo住血吸虫リサーチセンターの組織､役割､活動状況等の調査
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図 3 - 1 調査乗方由体希U
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(2)住血吸虫感染現況の調査

一地域住民の住血吸虫感染分布･密度並びにインベントリー調査

一河川や水路より採取サンプルにより､住血吸虫並びに宮入員の生息分布及び密度

の調査､又､その結果に基づく河川･水路の住血吸虫感染度の分類

一任血吸虫感染患者に対する診療･治療の現況調査､又､感染に伴う農業稼働力の

減少並びに死亡者数等の調査

一任血吸虫汚染による農村社会環境へのインパクト並びに環境破壊現況調査

(3)住血吸虫汚染防止対策計画並びに既存農業･社会インフラ施設の改修･圭備計画

一既存濯概施設の改修計画､特に湾曲･蛇行並びに湛水区間の改修と宮入員生息防
止のためのコンクリートライニング

ー既存排水路の改修及び新規排水施設整備による受益地区内の湛水防除計画

一感慨水路･排水路の水管理計画

一任血吸虫リサーチセンターの住血吸虫防止対策の強化計画

一任血吸虫リサーチセンターの農村巡回診療･治療を円滑にするための既存道掩改

修計画並びに集落診療所や診療車等の供給計画

一村落衛生施設の改善計画

Ⅳ. 実施言十画

4-1.調査期間及びエ程

上記調査に要する期間は概略12ケ月が見込まれる｡又､調査工程は図4 -

1に示す通

りである｡
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匡召4 -

1 概略可苛査二工二程

草葉計画名:レイテ舛北塞軽重勉延丞と星亘幽遠蓮萱壁堅璽

い
l

l･-■

tJ

項日月 1._ 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ll 12

Phase二

現地調査

国内作菓.

PhaseII

現地調査
国内作菓

報告書の作成
Inc.氏. P.氏.1

△

Ⅰ.a. P.氏.2 D.F.氏.F.氏
I l I I lI

Inc. 氏.: Inception Reprt, P.氏.; Progress Report, Ⅰ.氏.: Interim Reprt,

D.F.氏. : Draft Final Reprt, F.氏.: Final Report



4-2.調査要員

上記調査に要する人的投入は概略以下の通りである｡

(1旧本人専門家

一総括(濯瀬･排水計画)

一水文(排水解桁)

一住血吸虫対策

一水路施設計画設計(用･排水)

一道路･橋梁計画設計

一水管理計画

一社会経済

一環境･衛生

(2)現地専門家

一任血吸虫医療(感染調査)

一宮人員分布調査

一同上助手

一農
業

･-一土 木

一建 築

一機 材

Ⅴ. 総合所見

日本佳句吸虫は農村部において労働及び土地生産性を減退させる流行性の病気であり､

その感染面積及び感染者数は年々増加している｡又､地域によっては藩慨施設の整備がこ

の病気の感染を助長している場合もあり､フィリピン政府としても日本住血吸虫の撲滅は

焦眉の課題である｡

病気そのものの研究や治療対策等は国際機閲や日本政府等の協力たよってある程度確立

されてはいるものの､汚染源である宮入員の撲滅には薬剤散布のような化学的手法と､宮

入員の生息地となる湿地や排水不良地区を解消する土木的手法とがある｡

フィリピンの中でも有数の汚染地区であるレイテ州北東部には1949年以降域内の河川を

利用した国営濯慨施設が順次建設されてきた｡しかし､排水施設の整備が十分でなかった
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こと及び港概施設そのものの老朽化などにより､地区内のみならず水路内にも湛水･排水

不良部分が出現することになり､これがために住血吸虫の汚染が一層進展することとなっ

た｡

種満と異なり､排水改良においては通常その費用負担を明確にすることが難しく､事業

の展開が非常に困難であるのが現状であり､かかる状況下で低費用･効率的な排水改良事

業を促進するために日本の技術･経済協力が不可欠である｡特に､この種事業は人道的か

つ環境保垂項目であり､日本政府の積極的対応が期待されるところである｡

計画対象地域はレイテ州の州都タクロバンより約20瑠にあり､治安面も含め地区内への

アクセスや日常生活面でも何ら問恵ほ無い所である｡
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第4部

パセイ川澄渡開発並びに環境保全事業
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Ⅰ一 事業の背景

1-1.一般状況

フィリピン国第3番目にランクされるサマール島は軽済開発の最も遅れた地域の一つ

である｡同島は一般的に海岸沿いに展開する帯状の狭い平野部から内陸部に向かって丘

陵地背から山岳地育と続く地形を有している｡主要農産物は海岸平野部での水稲､丘陵

地帯でのココナツ及び海沿いの糞殖漁業である｡

バセイ県(Municipality)はサマール島南西部に位置し､低所得県(Low income

Municipality: LIM)に指定されている｡同県はサマール州の州都カトバロガンより南方

へ道路距離で約95キ｡にあるが､商業的には道路距離で約28キ｡及びサンペドロ･サンバプ

ロ湾を隔てて海上交通が可能なレイテ州の州都タクロバンと密接な関係にある｡

サマール島環状道路の一部として東サマール州に連絡する日比友好道路がバセイ地区

内にて建設が開始された1985年以降､地区内の湛水状況が悪化し始め主要農産物である

ココナツの生産性が徐々に低下してきている｡このため､一部のココナツ農園は天水田

への転換を図っており､この傾向はかなり一般化し始めている｡又､湛水状況の悪化は

住血吸虫汚染･感染地区の増加･拡大をもたらす結果となっている｡

このような状況下で､農業特に水稲の安定的生産･増産を図るためには､人的及び土

地の生産力を向上させることが肝要である｡このためには､人的資源に対しては住血吸

虫に汚染されない安全な飲料水の供絶と汚染地区における住血吸虫及び中間宿主である

宮入員の撲滅が､又､土地資源に対しては濯概用水の安定的供給が必要である｡

ト2.住血吸虫汚染状況

(1)感染地区

フィリピン国の住血吸虫感染地区はミンドロ､サマール､レイテ及びミンダナオ各

島の計23州に拡大しており､表1 -

1に示すように感染村落は約1,000
,感染人口は

約1. 1百万人に達している｡特にサマール島全体では感染村落数221
､感染人口約23

万人と近隣レイテ島に続いて著しく多い｡

(2)感染軽路

住血吸虫の感染経路は概略以下の通りである｡
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表1 - 1 住血吸虫汚染村落及び感染人口

Province

Oriental Mindoro

Sorsogon

BoboI

Leyte

Wester皿Samr

Northern Sa皿ar

EasternSamar

ZaⅢboanga Del Norte

Za血boallga Del Sur

Bukindon

姐isamis Occidental

Aguson. Del Norte

Aguson Del Sur

Surigao pel Norte

Surigao Del Su√

Davao Del Norte

pavao I)el Su√

Oriental Davao

South Cotabato

Lanao I)el Norte

La.nao I)el Su√

Nortbe Cotabato

SultanEudarat

Total

Number of

旦幽 塾!垣幽

ⅠⅤ

Ⅴ

ⅤⅠ

ⅤⅠ

ⅤⅠ

VI

VI

IX

IX

X

X

X

X

X

XI

XI

XI

XI

X壬

XI

XI

XI

XI

.27

21

6

576

112

119

90

2

61

21

14

27

59

37

-
16

59

12

2

10

38

4

11

4

1, 328

Number of

塾旦幽

26, 551

28, 205

5,937

400, 285

62, 169

103, 377

64, 899

1, 240

54, 411

63, 973

17, 533

52, 207

105, 592

37, 998

67, 400

94, 170

22, 473

2, 930

10, 425

46, 523

31, 054

22, 334

7, 942

1, 329, 628
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一宮人員(Snail)を中間宿主として成長した住血吸虫の幼虫は､水路､スワンプ､

水田等の湛水地域に生息し､人間や動物の皮膚を通して体内に進入寄生し成虫と

なる｡一度寄生した成虫は重などの投与でその活動を抑えることば出来ても体内

より完全に駆逐することは出来ない｡この成虫は体内で産卵し､卵は便とともに

対外へ排出される｡

一対外に排出された卵は貯化して繊毛幼虫となり､湛水地域に生息する宮入員に寄

生し幼虫(尾虫)となる｡この幼虫が人間や動物に寄生することにより感染サイ

クルを構成することとなる｡

一一般的に人間経由感染が75㌫､動物軽由感染が25㌫といわれている｡

(3)病状/症状

人間の体内に寄生した住血吸虫は､主として肝臓やひ臓を中心にに生息して血液を

吸うために､肝臓･ひ臓障害を起こしいずれは死に至る｡フィリピン国において過去

5ヶ年間において住血吸虫は疾病率第7位にランクされている｡

(4)治療･防止対策

感染者の治療対策としては､ DistocideやBiltricide等の薬を服用することにより､

住血吸虫の体内での活動をある程度抑えることは出来るが完治することは出来ない｡

常時の診断により病状が進むと上記医薬品を服用することになっている｡しかし､こ

の薬は1日分で608ペソの支出となるため､.感染者の負担は極めて大きく､彼らは著

しい病状にならない限り薬を服用しないので住血吸虫の感染患者の数は一向に減少し

ないのが実情である｡

防止対策として､住血吸虫汚染地域にBaylucideという化学秦品を散布する方法も

あるが､その価格は1キロ当たり2, 100ペソで1 ㌶の散布には約60,000ペソと膨大な費

用がかかり経済的でなく利用されていない｡

このような状況下でフィリピン政府は､上記に代わる防止策として感染地区住民が

湛水地域に入らないこと､川を素足で横断したり泳いだりしないこと､河川水を飲ま

ないこと､感染経路の一つであるトイレの改善をすること等の農民教育を行っている｡

しかし､水田農業により生計を立てている農民にとって全く水に接触しないというこ

とは無理な条件であり､このためにも住血吸虫の亭延を防止出来ない状況にある｡
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住血吸虫並びにその中間宿主である宮入員は水中に生息し､乾燥条件下では生息出

来ないことから､湛水･排水不良地域を極力減少させること､水田を乾期に乾燥させ

ること､地下水を飲料用水として利用すること等の対策も進められている｡

しかし､今までのところ上記いずれの防止対策も住血吸虫の抜本的撲滅となるよう

な効果をあげるに至っておらず､フィリピン政府は佳血吸虫汚染による農村社会の環

境破壊に悩んでいる｡

Ⅱ. 調査対象地域の重民汚己

2-I.位置､地形及び気候

バセイ地区はサマ-ル島南西部に位置し､西側では西サマール州サンタリタ県と､北

側では同州ヴィラリアル県と､東側では東サマール州ボロンガン及びマイドロング県と､

そして南側はサンペドロ湾とそれぞれ境を接している｡地形的には線量かな森林に覆わ

れた急峻な山岳地帯及び丘陵部から海抜ゼロに近い平坦地へと変化している｡地区の約

60㌫が濯概農業振興の可能性を持った平坦地であり､ 15㌫が山岳地帯､同じく15㌫が丘

陵部で､残りの10㌫は湛水地域である｡村落のはとんどは内陸水運の可能な川岸もしく

は海岸部に展開している｡

バセイ地区はフィリピン国気候区分の第2タイプに属している(図2-1参照)
｡こ

の気候区分の特徴は､ 11月から翌1月までの歴然とした雨期の存在に対して､乾期とい

うものはあまり明白ではない｡ 2月から4月までの間は月平均降雨量が100ミリを少し越

える程度である｡バセイ市に襲来する台風の頻度は5年間毎に平均4-5回程度で､風

速は毎秒17. 5-33ぞ元の範囲である｡

2-2.水資源

バセイ川の支涜群のうちブガサン川では濯概用並びに村落給水用の水源確保が可能で

ある｡これに加えて隣接するソホトン川もプガサン川への流域変更によって追加的水資

源を供給する可能性を持っているが､ソホトン川流域にはソホトン国立公園があり､そ

の水資源開発には同公園の景観保全が前提条件となる｡

概略的な水文分析(比流量法)によれば､ 105平方キ｡の集7k面積を持っプガサン川の

平均月間涜量は11月に最高の毎秒15.62トン､ 8月に最低の2.66トンと推定される｡一方､

涜速計を用いたプガサン川の実測流量は1991年5月に毎秒2. 00トン及び19gO年11月に8.01
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図 2 -

1 上ヒ国気候区分図
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トンが観測されている｡

2-3.現況農業

(1)土 壌

バセイ地区に見られる土壌は5タイプである｡即ち､タクロバン(Tacloban)粘質壌

土､ティンギブ(Tingib)粘土､ドロンガン(Dorongan)粘質壌土､ファラオン(Faraon)

粘土及び山土である｡ティンギブ粘土は濯親水稲に最適の土壌でバセイ地区中心部に

展開している｡ドロンガン粘質壌土にはパイナップルが適している｡タクロバン粘質

壌土には水稲､さつまいも､ココナツ､バナナや果樹が生育可能である｡ファラオン

粘土は地区東部に存在し濯慨水稲に非常に適した土である｡山土は地区の西部及び山

岳地帯に見られいずれの作物にも適さない土壌である｡

(2)土地利用

.主たる現況土地利用としては､
1,765㌶が天水EEl､ 5,000㌶がバナナとの混作のコ

コナツである｡この他に､合計で約100㌶のとうもろこし､カモテや豆類等換金作物

の作付地が点在し､又､野菜類5㌶及tF果樹10妬の利用も見られる｡近年､ココナツ

の生産性が低下もしくは全く無くなったこ.とを受けて､一部農家はココナツ園を天水

田に転換する動きを見せている｡

(3)水稲の生産性

水稲の現況単収はヘクタール当たり雨期作で1.5トン､乾期作で1.0トンと非常に低い｡

この低収量の原因は農民が従来からの伝続的農法を踏襲していることにある｡なぜな

らば､水稲作に必要な水源を降雨のみに頼っているため､必要時期に必要量を確保す

ることが困難蒔ことから農家が必要な資材投入を行わないからである｡農民自身は､

適期に適量の濯概用水が供給されれば適切･適量の農業資材の投入と相まって高収量

が確保できることを自覚している｡

2-4.農村社会経済状況

バセイ市の総面積は53, 272㌶で､このうち農地面積は15, 540㌶である｡計画対象面積

は7,000㌶で､
,このうち藩概可能面積は2,736㌶と見込まれている｡この種概可能面積

は19村落に展開している｡
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1990年の人口センサスによれば､バセイ市の総人口は39, 137人で､このうち84㌫､

32,951人が農村部に居住し､戎りの16㌫､ 6, 186人がバセイ市街地に居住している｡人

口密度は-平方キt.当たり73人である.バセイ市の後人□はサマール州人口の約12㌫を占

めている｡

農家を含む農業労働者の平均月堀は1, 500ペソであり､これに対して非農業労働者は

2, 500ペソである｡この事からも農業労働者の所得は大いに改善される余地がある｡

1990年の調査結果に基づけば､バセイ市の約70㌫の家計が､貧困ライン(6人家族で月

収3, 000ペソ)以下に置かれている｡

バセイ市では水稲､陸稲､とうもろこし､根菜類､野菜類､落花生やココナツ等を生

産しているが､技術的な支援体制や関連インフラが未整備のため､潜在的生産力をフル

に発拝できない状況にある｡既に述べたように､濯概用水や資金の欠如により水稲に対

する改良農法が適用できず､又､市場へのアクセス道路の欠如により水稲以外の作物も

自家消費のみの生産に留まっている｡

同様に､畜産も自家消費分のみの生産が中心である｡家内工業としては､バセイ特産

のティゴック(Tigok)マットに限られている｡過去には大量の雇用機会を提供していた

林材業もサマール島での完全伐採禁止措置により操業を停止している｡

このような状況をうけて､バセイ市が社会･経済的な発展を阻害する要因として概略

以下の事項が考えられる｡

貧困層の存在:バセイ市人口の70㌫が貧困ライン以下に置かれている｡これら貧困

層は主に自活農家､漁民及び農業労働者である｡この事実が住民に栄糞失調が見ら

れることや低農業生産性の原因となっている事は明白である｡

限定的な雇用機会:バセイ市では完全及び不完全失業状態が通常であるo いずれの

経済部門でも雇用機会は限られている｡とりわけ､農業部門では現行農法や栽培作

物の種類等から判断しても､恒常的な雇用機会を提供することば不可能である｡産

業部門においても､バセイ市には中規模･重工業は一切存在しない.

-インフラストラクチャーの未整備:バセイ市には持続的経済成長を支援すべき適切

なインフラが欠如している｡内陸部の村落には幹線道路や市場へのアクセス道路が

無く､例えあっても乾期のみ通行可能で補修が必要である｡これがためにバセイ市

中心部と各村落を結ぷ定期的公共輸送サービスが無く､各村落に出入りする物流が

制限を受けるため､農家が農業生産の改善努力に対する意欲を低下させている｡
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濯慨施設に関しては､バセイ市には対象面積55㌶の小規模濯概施設が現在稼働中で

ある｡この他､さらに二つの小規模港概施設が建設中である｡これらの小規模濯概

施設全てが稼働状態となったとしても,本地区の水稲生産にとって濯概は引き続き

重要な課題である｡

一生態的要素:旧サンアガスティン村(Old
Sam Agustin Barangay)及びその周辺村落

では､洪水が作物栽培とりわけ米作に常に脅威を与えている｡既存クリークや排水

河川は路線上や河口部で閉塞していたり河床が海面より僅かに高い状況から､洪水

量を伊時に海に排水することが困難である｡又､高潮時には海水がこれらクリーク

や排水河川を逆流して地区内に侵入するのが常である｡

林材伐採もまた地域の水文蝶支を改善する妨げとなっている｡ 2日-3日間の若干

強度な降雨でさえ､バセイ川は容易に河岸墳防を越流しマビニ､イヌムタン､ギラ

ングの各村及び近隣村落の農地に甚大な被害を与えている｡

上記に述べた水文現象により､地域内に宮人員の群生地が増加し､地域住民が住血

吸虫に感染する結果となっている｡バセイ市では現在､ 20の村落において

約8, 400人が佳血吸虫に感染しているとの報告がある｡

Ⅲ. 事業計画

3-I.開発の基本方針

(1)総 論

バセイ市では､主食､飼料､野菜類､家禽類､畜産物及び水産物等の持続的自給態

勢の確立並びに将来的には市場向け余剰生産物の確保に向けて奮闘中である.バセイ

市はこの他にも農民グループや農業協同組合経営による農産工業を樹立し､安定的な

軽済発展を目論でいる｡

以下の各事項は農業に特定された開発目標である｡即ち､

一小規模農家の生産性及び実質所得の向上､

一食科白給態勢の確立､及び､

-農業主体の持続的経済成長並びに工業開発
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上記開発目標達成のために､本調査計画においては､濯概排水､村落給水､アクセ

ス道路､村落診療所､医療教育･訓練用移動車両やその他関連施設を含むインフラや

公共事業の実施･整備を通じて､既存の住血吸虫汚染地区の環境改善策を含む地域開

発を目指すものである｡これにより､以下の事項が実現可能となる｡即ち､

一水稲栽培用の濯概用水の供給､

-雨期における湛水問題の解消､

一任血吸虫の汚染源となる宮入員の群生地の除去､

一住血吸虫に汚染されない飲料水･生活用水の供給､及び､

一任血吸虫感染･治療対策に関する住民への教育･啓蒙･訓練

(2)水資源開発

バセイ地区において､持続的かつ高生産性農業開発を展開･促進するためには､農

業用のみならず地域住民用の飲料水を質的･量的にも安定的に供給することが肝要で

ある｡この点に関して､バセイ川とその支流群の表流水や地下水等の開発の可能性に

ついて､貯水ダム､頭首工､揚水ポンプ等の利用方法も含めて､技縮的及び経済的観

点から徹底調査を行う必要がある｡

現時点で､バセイ川の支流プガサン川において乾期の最小涜量が毎秒2. 0トンあり､

これにより約2, 800㌶の乾期水稲が濯概可能であるように､水資源開発の可能性が同

定されている｡これに付け加えるに､やはりバセイ川の支流であるソホトン川からプ

ガサン川への涜域変更計画も開発案の一つとして検討課題である｡但し､ソホトン川

には国立公園があるので､その開発には景観保全に十分留意しなければならない｡

(3)濯概農業開発

港概農業開発の基本的概念は頭首工､ずンプ場や水路網等の濯概施設の整備を行う

ことにより現況天水田に適期に必要量の水を供給する事である｡

(4)住血吸虫対策

既に述べたように､バセイ地区とりわけ湛水常習地域は住血吸虫に汚染されている｡

この病気を解決する一つの方策としては､住血吸虫の中間宿主である宮入員の群生地

を除去することである｡ ‾このためには､排水施設や排水路､澄渡水路のライニング並

びに適切な水管理の導入等の土木技術的対策が考えられる｡他の解決策としては､感

染者に対して適切な治療薬を施す医学的対策及び地域住民に佳血吸虫対策について教
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育･啓蒙活動が考えられる｡

(5)村落給水

現在バセイ地区の住民は飲料水並びに家庭用水源として浅井戸､クリークや自然河

川等に頼っている｡一般的にこれらの水源は健康のための7k質基準を満足するケース

はまれであり､時には住血吸虫に汚染されているケースも見られる｡従って､飲料･

家庭用に安全でかつ安定的な水源を確保することは､本計画の重要テーマの一つであ

る｡

(6)道路整備

調査対象地域内には､日比友好道蹟の一部として東サマール州と連絡する幹線道路

が建設中(部分的に共用開始済み)であるが､各村落とこの幹線道路を結ぶ連絡道が

未整備なため住民の多くは動力船や手漕ぎボートによる水上交通に頼っているのが現

状である｡このような道路事情は､市場へのアクセスがはとんど無いことから農民が

より高生産性農業を促進する意欲を減退させる結果となっている｡従って､各村落と

幹線道路間に農民のみならず商人にとっての農場･市場間連絡道路の機能も併せ持っ

た全天候型連絡道路の整備が必要である｡これに加えて､濯概･排水路沿いに設置さ

れる維持管理用道路も地区の輸送網の改善に資するものである｡

(7)ポストハーベスト及び農産加工施設整備

港概施設の整備により現況よりも高収量が期待しうる水稲の二期作が可能となる｡

従って､乾燥､貯蔵､精米及び輸送の各ポストハーベスト施設の必要性に対する検討

が必要となる｡とりわけ収穫後の米の品質を良好に保持するために適切な乾燥が肝要

であり､この点に関して天日乾燥や機械乾燥などの名手法に対して技術的･経済的検

討を加える必要がある｡

ココナツ固から天7k田への最近の動きに焦点をあてた場合､伐採されるココナツ樹

幹の材木利用を可能にするための加工施設の検討も必要である｡

(8)水産開発

地域住民に動物性蛋白質並びに現金収入を確保する手立てとして､溝概施設や既存

の汽水地域を利用して内水面漁業は有望であると考えられる｡･
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(9)環境保全対策

ソホトン川流域にはソホトン国立公園があり､有名な鍾乳洞が観光客を楽しませて

いる｡従って､この流域における水資源開発には景観保全が重要課題である｡他方､

バセイ川流域保全ひいては安定的な河川流量を確保するために､伐採されたまま復旧

がなされない森林の再植林計画が必要である｡

312.調査項目

(1)地形図の作成及び縦断測量

現在､縮尺1/50, 000の地形図が利用可能であるが､調査の本格的着手に先立って平

坦地では0.2手元､丘陵･山岳部では2. Oi)-v間隔の標高線を持った縮尺1/5, 000の地形

図の作或が望まれる｡本地形軌ま既存の航空写真に追加的な地上の補助的測量に基づ

いて作成されるもので､受益地区並びにバセイ川の支流における流域変更地点も含む

ものとする｡

バセイ川支流群とりわけプガサン及びソホトン両河川の縦断測量を本格調査に先立

つかもしくは調査の初期に行う必要がある｡さらに､用排水路の路線縦断測量も必要

となる｡

(2)気象･水文観測所

水源に関して可能かつ技術的に問題のない開発案の策定のためには､･正確な降雨及

び河川流量データの確保が重要である｡調査対象地域内には､サンアガスティン小学

校に雨量計が設置されているが､涜量観測施設はいずれの支流にも設置されていない｡

従って､涜量観測施設が数地点設置される必要がある｡これら観測点から得られる

データは引き続き実施される詳細設計段階にも有用となる｡さらに､農業及び飲料用

観点から水質検査を各支流で行う必要がある｡

(3)計画対象地域及び濯概可能地区界の設定

国家藩概庁サマール州事務所により作成されたプレフィージビリティー･レポート

によれば､計画対象地域として約7, 000㌶が同定されているが､地形､開発可能水資

源及び土地利用計画構想に基づいて､又､段階開発を念頭において対象地域及び濯概

可能地区の境界設定を行う｡
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(4)地質調査

本計画の中心的土木施設として､頭首工やソホトン川からブガサン川への涜域変更

用トンネルがあり､頭首工建設地点やトンネル路線上の数地点での地質調査が必要で

ある｡

(5)土壌及び土地利用調査

濯慨農業開発を可能にする水資源に制約があるため､計画策定において地域の土地

利用計画は重要なファクタ-である‾｡従って､土地生産力､傾斜区分､土地分奴等を

含む現況土地利用並びに土壌条件を詳細に調査する必要がある｡又､土壌の肥沃産及

び糞分含有量を把握するためにフィージビリティー･レベルでの土壌サンプル調査が

必要である､本調査結果により計画作付体系及びローテーションが策定される｡バセ

イ川の涜域保全の観点から森林伐採･彼壊の有無及びその程度を調査する必要がある｡

(6)農業･社会･経済調査

本計画の対象面積は約7, 000㌶及び直接受益は3, 611農家と見込まれており､これ

らに対する農業･社会･経済調査は必須である｡本調査は関係機関からの凍計データ

や関連書類の収集並びに受益農民に対するサンプル調査からなる｡特に､サンプル調

査では地域の状況及び受益農民の意向を把握するためにコンピューター処理システム

を利用する｡処理結果は計画策定のみならず計画の妥当性診断にも資するものである｡

(7)住血吸虫問題

1一般的に住血吸虫対策は二つの手盛がある｡即ち､医学的手法と土木技術的手法で
あるdいずれの手法においても下記の調査が必要である｡

一任血吸虫感染地区の同定､

一任血吸虫汚染程度及び現況の住血吸虫対策の効果､

一任血吸虫対策に関する啓蒙･普及活動の範囲及びインパクトめ評価､及び

一宮人員群生状況

(8)建設資材調査

事業施設に用いられる建設資材は事業費を算定する重要なファクタ-であるので,

関連資材の存否や計画対象地域近傍での市場価格等を調査する｡
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Ⅳ. 実施言十画

411.葡査期間

調査対象地域をカバーする航空写真が利用可能であるとの前提で､バセイ川種親閲発

並びに環境保全計画に関するフィージビィ))ティー調査期間は約1年を見込む(図4 -

1参照)｡

4-2.実施機関

当該計画調査は､水源開発､潅概排水､村落給水､住血吸虫対策､道路整備､水産開

発､ポストハーベスト/農産加工等多様なコンポーネントを含んでいるため､実施機関

としては各コンポーネントを担当する政府機関がこれにあたり､西サマール州政府はこ

れら実施機関の調整を担当するものである(図4 -

2参照) ｡

4-3.調査要員

上記調査に要する人的投入は概略以下の通りである｡

(1泊本人専門家

一団長･絵括

一水
文

一濯概排水計画

-ダ
ム

ートンネル

ー水路計画設計(用･排水)

-建設計画･事業費積算

一環 境

一社会経済

一水産開発

一森林保全

(2洩地専門家

一往血吸虫対策

一地質調査

一土壌調査

-土木技術
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図 4 -
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一環境調査(助手)

-農 学

-地形測量

Ⅴ. 総合所見

サマール島は比国第3番目の島でありながら開発の最も遅れている地域の一つである｡

同島を構成する三つの州の一つであるサマ-ル州バセイ県は低所得県に指定された賓困県

である｡同県の主産物であるココナツは県内で建設中の日比友好道路により排水不良が原

因で生産性が東え､又､林材業も政柄の森林伐採禁止によりその生産活動は停止している｡

同県には他に有力な産物も無く､ココナツ囲は天水掛こ転換が開始されている｡しかし､

天水農業のため､生産力が低く農民が十分な所得を得られる状態ではない｡又､湛水･排

水不良地区の増大は同時に日本住血吸虫の汚染地区の増大にもつながり､ただでさえ低い

農業生産力をさらに悪化させている｡

このような状況下で､地域住民に農業用及び飲料用の安全な水資源を供給することが焦

眉の課題となっている｡同県には､バセイ川が読下しており､その支流群には水資源の開

発可能性を多く秘めている｡従って､これら水資源の有効利用と日本住血吸虫対策のため

のフィージビリティー調査が急務である｡

1988年には国際協力事業団により実施されたサマール州全体の農村縫合開発マスタープ

ランにおいて､バセイ地区も事業候補として同定されたが､優先傭位の関係で採択されな

かった｡その後､ 1991年には比国国家濯概庁サマール州事務所及び同第8管区事務所が中

心となってバセイ川の支流プガサン川を主水源とする濯親計画の事前調査を行っている｡

尚､サマ-ル島には現在国営澄渡施設が一つも無く､関係者は本計画の実現になみなみな

らぬ意欲を示している｡

調査対象地域はサマール)llU)jす協力トバロパガンより約95キ｡､車で約3時間であるが､

レイテ州の州都タクロバンよりは28㌔の道路距離､車で1時間以内であることから､調査

においてはタクロバンを本拠にすることにより何ら支障無いものと考えられる｡
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1.葡査団員

久米孝堆(農業土木･開発計画) (樵)三祐コンサルタン､ソ

宮西敬朋(農業経済)

飯塚恵治(農学･作物栽培)

2.調査日程

(樵)三祐コンサルタンツ

(樵)三祐コンサルタンツ

月日

調査工程

久米 宮西 飯塚

7月1日(水)

7月2日(木)

7月3日(金)

7月4日(土)

7月5日(日)

成田発胞nila着

(胞皿ila泊)

IX)8(DepartDentOf

Health),NJA,NBI)A,I)A

にて資料収集･打合せ

(hnila泊)

車でZambales州へ

(日帰り)

(1)佃DA艮egioTlal

OfficeNo.Ⅱにて資

料収集･打合せ

(2)Za皿bales州知事表敬

･州政府関係者と打

合せ(胞.nila泊)

資料整理(bhJlila泊)

Pangasinan州知事表敬

(自宅)(AhJlila泊)

同左

同左

･同左

同左

同左

同左

同左

同左

同左

同左
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月日

調査工程

久米宮西 飯塚

7月6日(月)

7月7日(火)

7月8日(水)

7月9日(木)

車でPangasiI)an州へ

(1)NEDAEegionai

OfficeNo.Ⅰにて資

料収集･打合わせ

(2)州政府関係者と打合

せ

(Dagupan泊)

卓でPangasjE]aTl州東部･

中部へ(現地踏査)

(1)I)ipaloRiver

】rrigatioI]System

(2)Asi刀gan姐unicipa卜

ity

(3)AgnoRiyer

IrrigatioTISystem

(4)UrdanetaLivestock

AuctionMarket

(Alaminos泊)

車でPangasinan州西部へ

(現地踏査)

(1)BaniMunicipality

(2)I)asoIMunicipality

踏査の後】血nila-戻る

(hlanila泊)

車でZambales州へ

同左

同左

同左

飛行機でTaclobanへ

同左

同左

同左

同左

(1)州政府関係者と打合 (1)NEDAEegional

せ OfficeNo.Ⅶにて

(lba泊) 資料収集･打合せ

5-2



月日

調査工程

久米 宮西 飯塚

7月10･B(金)

7月11日(土)

7月12日(日)

7月13日(月)

7月14日(火)

車で現地踏査

(2)NIARegional

OfficeNo.Ⅶにて

資料収集･打合せ

(3)Schistoso皿iasis

丘esearchand

Training

Divisionにて資料

収集･打合せ

(4)BinahaanRiver

irrigation

System

(5)Leyte州知事表敬

(Tacloban泊)

車で現地踏査 同左

同左

同左

同左

同左

(tba泊)

車でManila-戻る

(1)Basey臥micip-

ality

(2)Sa凪r州知事表敬

(Tacloban泊)

飛行機でI血nilaへ戻る

資料整理(Manila泊)

資料整理(l血nila泊)

NIAにて資料収集･打合

せ

日本犬便館,JICA報告

(l血nila泊)

I血nila発成田着

資料整理(Nanila泊)

同左

同左

･同左
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3,関係官庁面会者

(1)Manila

･国家轟済開発庁 NE DA (National Economic and Developlnent ALlthority)
Dr. 1血rrietta S. Adriano I)irector (Agriculture)

姐s. Josefina U. Bsguerra Asst. I)irector, Public lnvesttnent

･国家かんがい庁
N i A (National Irrigation AdministratioI))

Nr. Isidro丘. Digal

石田 武士
細野 安高

･厚生省 DOH (Depart皿eTlt
J)I. Ehyani L. Blas

pr. Pomcia皿O F. Aberi皿

uanager, Project DeveloIⅦent I)ept.

コロンボプラン専門家
同 上

of打ealth)
Schistosomiasis Control Service

Schistosomiasis Control Seryice

(2) Zambale s

･ NEDA Regional Office No. III

岨r. Remigo A. Mercado

Nr. Nestor A.姐ijares
岨s. Cora20n岨 Ravara

Ns. Lisa Zuno

･ Provincial Goyernlnent

Hr.血凪r A_ Deloso

姐r. Juanito a Pasadas

姐r. Romie P. Ramos

Nr. Pedro L. Aguillar

姐r. RoⅡleOP. Cruz

(3) Pangasinan

･NEDA Regional Office No. Ⅰ.

Mr. Leonardo ”. Quitos, Jr.
ur. 1血nuel Gabaon

姐s. Agnes CargaⅡ把ntO

姐r. ErlleSt Datuin

姐s. Fe Pastrana

姐s. Flore71Ce Gacad

･ Proyincial GoyerDent

Kr. Aguedo Agbayani

Wr. Ranjit Shahani
ur. JohnnyAmr

仙･. Floro a Abella

Nr. Joe ∫. Almendares

岨r. Juan I)_ Numdin

Nr. Albertini S. I)eguz凪n, Jr,

Director lII

Director IV

Acting Chief, EcotLOmic I)eyelQPmeut Diy

Acting Chief, Economic I)evelopⅡ把ntI)iv

GoyerI10r

Provincial Agriculturist

SWIP/Farm Mech. Coordinator

Proyincial Fishery Regulatory Officer

AT/Dispersal Officer

Urban用egi ozlal PlaLuler

Chief, A血inistrative Division

Chief, Imfrastructure Diyision

Acting Asst. Regional Director

Chief, Economic I)ivision

Chief, hhcro Division

Chief, Social Service I)iyision

Governor

Vice Governor

Board Member

Provincial Planning and Development

Coord ina tor

Proyimcial Engineer

Proyincial Agricultural Officer

Provincial A血inistrator
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Hs

姐r

姐r

姐r

Mr

Divinia F. V. DeLeon

Ruperto G. Vila

艮aI脚n V. Clayeria

Rodolfo C. Carolino

Ton凪S E. Teja

姐r. Jose E. Gamboa

･ NuJlicipality

l血. Digna Reyes

岨r. Francisco A. Sadigao, Sr.

ur. Col胞.rcello C. Nayarro

ur. Sergio Jimenez

ur. Leopoldo a MeL･Sa

(4) Leyt e and Sama r

･ NEDA IZegional Office No. VIII

Hr. fhmeo C. EscaTldor

姐r. Jose V. 1血zo

旭r. Zacarias肌 Tizon

姐r. Ar皿ndo E. Toleza

姐s. Vittoria I. I)eVeyra

旭s. EtHna Sanopo

･NIA Regional Office No. VIII

姐r. Perfecto C. Espanol

姐r. Pedro C. RLlbio, JR.

仙･. Oscar A Sala血ida

旭r. William N. Res凪

姐･. Bienyenido P. 1血rga11o

旭r. Tonie C. Sumyod

姐r. Gloria A. Senua

Hr. Cornelio岨 Seyilla

姐s. Edita V. Enderez

Engineer IV, Prov. Bcono皿ic Officer

irrigation Engineer

Proyincial I王ngilleer II

Consultant-Fiscal Administration

Asst. Proyincial Pla皿ingand

Developme皿t CoordiT[atOr

Provincial Agriculturist

I血yor of Santa l血ria

胞yor of Asingan

I血yor of Bani

l血yor of I)asol

血njcipality PDC (Infanta肘unici. )'

Regional Director

Asst. Regional Director

PlaI)ning and I)eyelopment Officer

(Sa皿r Island Deyelop皿ent Project
Office: SfDPO)
Infon岨tion Officer, SII)PO

Staff, Bco皿0皿ic DeveloIⅦent Diyision

Staff, Econolnic Deyeloptnent DiyisiQn

Regional I)irector

Provincial Irrigation Officer

hJ]ageT, BzfgizleeTiDg Dj yjsion
Economic Development Specialist

SupervisiT)g f王mgineer

Public Affair s Officer

Planning Bngizleer

Chief I)esign Section

EcDnDmist

･ schistosomiasis馳search and Training Diyision (Palo, Leァte)
Dr. Lilia血 Portillo

Dr_ Adelfo Labnao

､旭r. DaisァT. Perez

･ Provicncial Goyern皿ent

Nr_ Antonio岨 Bolastig

･Nr_ Aurelio Nenzon

･ Hunicipalitァ

ur, Nansueto岨 Deloyino

hr.玉血皿uel B. Orejola

Chief Researcher

姐ed. ST)eCialist ll, Regional Schisto.

Coordinator

Sr.Health PrograzD Officer

Goyernor (Sa皿r)
Vice Governor (Leyte)

胞yor ofぬsey (Sa凪r)
Municipality PDC (8asey)
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(5)日本大使館, JICA

･日本犬便館
松田 祐吾

･ J ICA (ぬnila Office)

町田 哲

一等書記官

次 長
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4. 写真集
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(バンガシナン地区〕
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〔北恭サン′くレス地区〕

､表ltA県内SaD Aeustin川(ビナツポ■火による
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サンJiレス州特産のマンゴ

5-9



背
y.-<甘

タ､

iし

～.Jd二亡生二_
_-

くJ1
1

I-▲

⊂〉

l∫t

食舟

'卦'?

.
ヽiC,‥1ヽ

メ■-
'

Jt'‾rJL

や考

_卓._Li-I.

ィ･1一

甜‾
･一∴▼船二三ムー■ボ弓 ー撃‾

':1'i--･T'
"i;4

ピナツポ噴火による泥流(Lahar)め

影響を受けたJalahak川(Cabangall県)
〔
1⊥,

蛋
ヰ
ヾ
＼.

.///

丁

”
蕗

堅



r!

寸一7'{▼

_
事

v

t#

≡ 貨-ヤ

h,

:か

f

ド.

-

'*-I.:

pt卜

_lJ

■
rゾ′

Lr

{J

､阜

/-*

rー
チーー:

-<l

.i-
;

-事●

+㌔

ヽー､

L.JI

I,I

Lプ,

TtJJ

萄去

臣■;･と-･-I-
I:一指ヰ

I

.l'1

iふセし

‾J一軒さ‾主謀iL-:,-≡_-･!<;}うi親-

笥
鷲

∈≡r一驚-1<-､`

I,･ー5L二戎'てi

Tiba良川国営藩漉システムの水利施設

ヤヽ

′‾‾l

⊥.L

ET

”
て一

_ゝ
1t

蕗

璽



〔北東レイテ地区〕
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